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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）、ブラック（Ｋ）の色材を用いて印刷
を行う印刷装置の色表現を調整する色変換処理に用いるプロファイルを作成するプロファ
イル作成装置であって、
　前記印刷装置によって印刷物を形成する際に使用される色材総量を予め定められた制限
値内に制限し、かつ前記印刷装置が持つ色再現能力の範囲で可能な限り広い色域となるよ
うに入力ＣＭＹＫ値と第１の出力ＣＭＹＫ値との変換関係が規定された第１の総量制限プ
ロファイルが格納される第１の総量制限プロファイル格納手段と、
　前記第１の総量制限プロファイルの出力Ｋ値を削減して削減後Ｋ値を定めるＫ値削減処
理手段と、
　前記Ｋ値削減処理手段によるＫ値の削減に伴いＣＭＹ値を増加させるときのＣＭＹの増
加比率を決定するＣＭＹ増加比率決定手段と、
　前記ＣＭＹの増加比率を規定したＣＭＹ増加比率データに基づき、前記Ｋ値削減処理手
段のＫ値削減処理によって減少した色材量の範囲内で、ＣＭＹ値を増加させる処理を行う
ＣＭＹ増加処理手段と、
　前記入力ＣＭＹＫ値に対し、前記削減後Ｋ値と前記ＣＭＹ増加処理手段によるＣＭＹ増
加処理後のＣＭＹ値のＣＭＹＫ値で表される第２の出力ＣＭＹＫ値を関連付けて前記入力
ＣＭＹＫ値と前記第２の出力ＣＭＹＫ値との変換関係を規定した第２の総量制限プロファ
イルを生成する第２の総量制限プロファイル作成処理手段と、
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　を備え、
　前記ＣＭＹ増加比率決定手段は、プロファイルの各格子点の色相を保って濃度の再現域
を広げる方向にＣＭＹを増加させるプロファイル作成装置。
【請求項２】
　前記ＣＭＹ増加比率決定手段は、プロファイルの各格子点の色相を保って彩度の再現域
を広げる方向にＣＭＹを増加させる請求項１に記載のプロファイル作成装置。
【請求項３】
　シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）、ブラック（Ｋ）の色材を用いて印刷
を行う印刷装置の色表現を調整する色変換処理に用いるプロファイルを作成するプロファ
イル作成装置であって、
　前記印刷装置によって印刷物を形成する際に使用される色材総量を予め定められた制限
値内に制限し、かつ前記印刷装置が持つ色再現能力の範囲で可能な限り広い色域となるよ
うに入力ＣＭＹＫ値と第１の出力ＣＭＹＫ値との変換関係が規定された第１の総量制限プ
ロファイルが格納される第１の総量制限プロファイル格納手段と、
　前記第１の総量制限プロファイルの出力Ｋ値を削減して削減後Ｋ値を定めるＫ値削減処
理手段と、
　前記Ｋ値削減処理手段によるＫ値の削減に伴いＣＭＹ値を増加させるときのＣＭＹの増
加比率を決定するＣＭＹ増加比率決定手段と、
　前記ＣＭＹの増加比率を規定したＣＭＹ増加比率データに基づき、前記Ｋ値削減処理手
段のＫ値削減処理によって減少した色材量の範囲内で、ＣＭＹ値を増加させる処理を行う
ＣＭＹ増加処理手段と、
　前記入力ＣＭＹＫ値に対し、前記削減後Ｋ値と前記ＣＭＹ増加処理手段によるＣＭＹ増
加処理後のＣＭＹ値のＣＭＹＫ値で表される第２の出力ＣＭＹＫ値を関連付けて前記入力
ＣＭＹＫ値と前記第２の出力ＣＭＹＫ値との変換関係を規定した第２の総量制限プロファ
イルを生成する第２の総量制限プロファイル作成処理手段と、
　を備え、
　前記ＣＭＹ増加比率決定手段は、プロファイルの各格子点の色相を保って彩度の再現域
を広げる方向にＣＭＹを増加させるプロファイル作成装置。
【請求項４】
　シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）、ブラック（Ｋ）の色材を用いて印刷
を行う印刷装置の色表現を調整する色変換処理に用いるプロファイルを作成するプロファ
イル作成装置であって、
　前記印刷装置によって印刷物を形成する際に使用される色材総量を予め定められた制限
値内に制限し、かつ前記印刷装置が持つ色再現能力の範囲で可能な限り広い色域となるよ
うに入力ＣＭＹＫ値と第１の出力ＣＭＹＫ値との変換関係が規定された第１の総量制限プ
ロファイルが格納される第１の総量制限プロファイル格納手段と、
　前記第１の総量制限プロファイルの出力Ｋ値を削減して削減後Ｋ値を定めるＫ値削減処
理手段と、
　前記Ｋ値削減処理手段によるＫ値の削減に伴いＣＭＹ値を増加させるときのＣＭＹの増
加比率を決定するＣＭＹ増加比率決定手段と、
　前記ＣＭＹの増加比率を規定したＣＭＹ増加比率データに基づき、前記Ｋ値削減処理手
段のＫ値削減処理によって減少した色材量の範囲内で、ＣＭＹ値を増加させる処理を行う
ＣＭＹ増加処理手段と、
　前記入力ＣＭＹＫ値に対し、前記削減後Ｋ値と前記ＣＭＹ増加処理手段によるＣＭＹ増
加処理後のＣＭＹ値のＣＭＹＫ値で表される第２の出力ＣＭＹＫ値を関連付けて前記入力
ＣＭＹＫ値と前記第２の出力ＣＭＹＫ値との変換関係を規定した第２の総量制限プロファ
イルを生成する第２の総量制限プロファイル作成処理手段と、
　入稿データのターゲット色を定めた色空間のターゲットプロファイルの情報を取得する
ターゲットプロファイル情報取得手段と、を備え、
　前記ＣＭＹ増加比率決定手段は、前記ターゲットプロファイルに対する色空間の包含率
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が高くなる方向にＣＭＹ増加比率を決定するプロファイル作成装置。
【請求項５】
　前記第２の総量制限プロファイルで規定されている前記第２の出力ＣＭＹＫ値とデバイ
ス非依存色空間の値との対応関係を規定したシャドウ部最適化プリンタプロファイルを作
成するシャドウ部最適化プリンタプロファイル作成処理手段を備える請求項４に記載のプ
ロファイル作成装置。
【請求項６】
　シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）、ブラック（Ｋ）の色材を用いて印刷
を行う印刷装置の色表現を調整する色変換処理に用いるプロファイルを作成するプロファ
イル作成装置であって、
　前記印刷装置によって印刷物を形成する際に使用される色材総量を予め定められた制限
値内に制限し、かつ前記印刷装置が持つ色再現能力の範囲で可能な限り広い色域となるよ
うに入力ＣＭＹＫ値と第１の出力ＣＭＹＫ値との変換関係が規定された第１の総量制限プ
ロファイルが格納される第１の総量制限プロファイル格納手段と、
　前記第１の総量制限プロファイルの出力Ｋ値を削減して削減後Ｋ値を定めるＫ値削減処
理手段と、
　前記Ｋ値削減処理手段によるＫ値の削減に伴いＣＭＹ値を増加させるときのＣＭＹの増
加比率を決定するＣＭＹ増加比率決定手段と、
　前記ＣＭＹの増加比率を規定したＣＭＹ増加比率データに基づき、前記Ｋ値削減処理手
段のＫ値削減処理によって減少した色材量の範囲内で、ＣＭＹ値を増加させる処理を行う
ＣＭＹ増加処理手段と、
　前記入力ＣＭＹＫ値に対し、前記削減後Ｋ値と前記ＣＭＹ増加処理手段によるＣＭＹ増
加処理後のＣＭＹ値のＣＭＹＫ値で表される第２の出力ＣＭＹＫ値を関連付けて前記入力
ＣＭＹＫ値と前記第２の出力ＣＭＹＫ値との変換関係を規定した第２の総量制限プロファ
イルを生成する第２の総量制限プロファイル作成処理手段と、
　前記第２の総量制限プロファイルで規定されている前記第２の出力ＣＭＹＫ値とデバイ
ス非依存色空間の値との対応関係を規定したシャドウ部最適化プリンタプロファイルを作
成するシャドウ部最適化プリンタプロファイル作成処理手段と、
　を備えるプロファイル作成装置。
【請求項７】
　前記Ｋ値の削減量と画質の関係を規定したＫ値－画質関係データが格納されるＫ値－画
質関係データ格納手段を備え、
　前記Ｋ値削減処理手段は、前記Ｋ値－画質関係データに基づいてＫ値の削減量を決定す
る請求項１から６のいずれか１項に記載のプロファイル作成装置。
【請求項８】
　前記Ｋ値－画質関係データは、シャドウ部のスジムラの視認性を評価した画質評価値と
Ｋ値との関係を規定したものである請求項７に記載のプロファイル作成装置。
【請求項９】
　前記印刷装置に入力するＣＭＹＫ値から前記印刷装置で出力される色のデバイス非依存
色空間値を予測する順写像予測手段と、デバイス非依存色空間値からＣＭＹＫ値を求める
逆写像予測手段と、を含んだ色予測手段を備える請求項１から８のいずれか１項に記載の
プロファイル作成装置。
【請求項１０】
　シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）、ブラック（Ｋ）の色材を用いて印刷
を行う印刷装置の色表現を調整する色変換処理に用いるプロファイルを作成するプロファ
イル作成方法であって、
　前記印刷装置によって印刷物を形成する際に使用される色材総量を予め定められた制限
値内に制限し、かつ前記印刷装置が持つ色再現能力の範囲で可能な限り広い色域となるよ
うに入力ＣＭＹＫ値と第１の出力ＣＭＹＫ値との変換関係が規定された第１の総量制限プ
ロファイルを記憶手段に格納しておく第１の総量制限プロファイル格納工程と、
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　前記第１の総量制限プロファイルの出力Ｋ値を削減して削減後Ｋ値を定めるＫ値削減処
理工程と、
　前記Ｋ値削減処理工程によるＫ値の削減に伴いＣＭＹ値を増加させるときのＣＭＹの増
加比率を決定するＣＭＹ増加比率決定工程と、
　前記ＣＭＹの増加比率を規定したＣＭＹ増加比率データに基づき、前記Ｋ値削減処理工
程のＫ値削減処理によって減少した色材量の範囲内で、ＣＭＹ値を増加させる処理を行う
ＣＭＹ増加処理工程と、
　前記入力ＣＭＹＫ値に対し、前記削減後Ｋ値と前記ＣＭＹ増加処理工程によるＣＭＹ増
加処理後のＣＭＹ値のＣＭＹＫ値で表される第２の出力ＣＭＹＫ値を関連付けて前記入力
ＣＭＹＫ値と前記第２の出力ＣＭＹＫ値との変換関係を規定した第２の総量制限プロファ
イルを生成する第２の総量制限プロファイル作成処理工程と、
　前記第２の総量制限プロファイルで規定されている前記第２の出力ＣＭＹＫ値とデバイ
ス非依存色空間の値との対応関係を規定したシャドウ部最適化プリンタプロファイルを作
成するシャドウ部最適化プリンタプロファイル作成処理工程と、
　を含むプロファイル作成方法。
【請求項１１】
　請求項５又は６に記載のプロファイル作成装置と、
　入稿データを取り込む画像入力手段と、
　前記入稿データに対し、前記シャドウ部最適化プリンタプロファイルを適用して印刷装
置用のＣＭＹＫデータに変換する色調整処理手段と、
　前記色調整処理手段によって生成されたＣＭＹＫデータに対し、前記第２の総量制限プ
ロファイルを適用して色材総量制限後のＣＭＹＫデータに変換する色材総量制限処理手段
と、
　を備える色変換装置。
【請求項１２】
　請求項１０に記載のプロファイル作成方法の各工程と、
　入稿データを取り込む画像入力工程と、
　前記入稿データに対し、前記シャドウ部最適化プリンタプロファイルを適用して印刷装
置用のＣＭＹＫデータに変換する色調整処理工程と、
　前記色調整処理工程によって生成されたＣＭＹＫデータに対し、前記第２の総量制限プ
ロファイルを適用して色材総量制限後のＣＭＹＫデータに変換する色材総量制限処理工程
と、
　を含む色変換方法。
【請求項１３】
　シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）、ブラック（Ｋ）の色材を用いて印刷
を行う印刷装置の色表現を調整する色変換処理に用いるプロファイルを作成するプロファ
イル作成用のプログラムであって、
　コンピュータを、
　印刷装置によって印刷物を形成する際に使用される色材総量を予め定められた制限値内
に制限し、かつ前記印刷装置が潜在的に持つ色再現能力の範囲で可能な限り広い色域とな
るように入力ＣＭＹＫ値と第１の出力ＣＭＹＫ値との変換関係が規定された第１の総量制
限プロファイルが格納される第１の総量制限プロファイル格納手段と、
　前記第１の総量制限プロファイルの出力Ｋ値を削減して削減後Ｋ値を定めるＫ値削減処
理手段と、
　前記Ｋ値削減処理手段によるＫ値の削減に伴いＣＭＹ値を増加させるときのＣＭＹの増
加比率を決定するＣＭＹ増加比率決定手段と、
　前記ＣＭＹの増加比率を規定したＣＭＹ増加比率データに基づき、前記Ｋ値削減処理手
段のＫ値削減処理によって減少した色材量の範囲内で、ＣＭＹ値を増加させる処理を行う
ＣＭＹ増加処理手段と、
　前記入力ＣＭＹＫ値に対し、前記削減後Ｋ値と前記ＣＭＹ増加処理手段によるＣＭＹ増
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加処理後のＣＭＹ値のＣＭＹＫ値で表される第２の出力ＣＭＹＫ値を関連付けて前記入力
ＣＭＹＫ値と前記第２の出力ＣＭＹＫ値との変換関係を規定した第２の総量制限プロファ
イルを生成する第２の総量制限プロファイル作成処理手段と、
　前記第２の総量制限プロファイルで規定されている前記第２の出力ＣＭＹＫ値とデバイ
ス非依存色空間の値との対応関係を規定したシャドウ部最適化プリンタプロファイルを作
成するシャドウ部最適化プリンタプロファイル作成処理手段として機能させるためのプロ
グラム。
【請求項１４】
　シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）、ブラック（Ｋ）の色材を用いて印刷
を行う印刷装置の色表現を調整する色変換用のプログラムであって、
　コンピュータを、
　請求項１１に記載の色変換装置の各手段として機能させるためのプログラム。
【請求項１５】
　請求項５又は６に記載のプロファイル作成装置と、
　前記プロファイル作成装置によって作成された前記シャドウ部最適化プリンタプロファ
イルと前記第２の総量制限プロファイルとを用いて入稿データを印刷用のＣＭＹＫデータ
に変換する色変換処理手段と、
　前記色変換処理手段によって生成された色変換後の画像データに基づいて印刷を行う印
刷装置と、
　を備えた印刷システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は印刷装置の色調整技術に係り、特に、カラー画像データの信号値の変換処理に
用いる色変換テーブル（プロファイル）を作成するためのプロファイル作成装置及び方法
、プログラム、並びにプロファイルを用いて画像データの変換処理を行う色変換装置、及
び方法、プログラム、印刷システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット印刷機やオフセット印刷機などの印刷装置は、機種ごとにそれぞれ特有
の色再現性を有している。このため画像データに基づく印刷を行う場合、印刷装置の色再
現性を示すプロファイル（カラープロファイル）を使用して印刷色を管理するカラーマネ
ジメントが行われている（特許文献１参照）。例えば、特許文献１で説明されているとお
り、ＩＣＣプロファイルを用いてＲＧＢ色空間からＣＭＹＫ色空間への色空間の変換が行
われる。ＩＣＣプロファイルは、インターナショナル・カラー・コンソーシアム（Intern
ational Color Consortium）によって定められた書式にしたがってデバイスの色空間の特
性を定義したファイルであり、印刷機毎に印刷出力されたカラーチャートの測色結果に基
づいて生成される。
【０００３】
　また、特許文献２には、シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）、墨（黒、Ｋ
）の４色印刷に適用するカラー画像の信号処理技術が開示されている。特許文献２によれ
ば、カラー画像入力装置で読み込まれた３色の色信号（Ｒ，Ｇ，Ｂ信号）を、墨（Ｋ）を
含んだ４色の画像出力信号（Ｃ，Ｍ，Ｙ，Ｋ信号）に変換するカラー画像処理方法におい
て、原稿読取情報を知覚的に等歩的な均等色空間上の３変数色信号（ＣＩＥ　Ｌ*ａ*ｂ*
信号）に変換し、均等色空間上の彩度信号からＵＣＲ（Under Color Removal）率を決定
し、ＵＣＲ率と均等色空間上の３変数色信号から墨を含んだ４色の画像出力信号を決定す
ることを提案している。
【０００４】
　つまり、特許文献２の技術は、原稿の均等色空間上における色（Ｌ*ａ*ｂ*）の彩度信
号からＵＣＲ率（ＣＭＹとＫの使用率の比率）を自動的に決定することで、簡便に正確な
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色再現を可能とし、しかも無彩色領域と有彩色領域の間で不自然な彩度ギャップが生じな
い画像再現を実現している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－１０３６０６号公報
【特許文献２】特開平７－８７３４６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献２の技術では、色再現以外の画質に着目した場合、必ずしも良
好な画像再現が行えていないという問題があった。
【０００７】
　一般に、印刷現場ではカラーマネジメントシステム（ＣＭＳ）が用いられており、ＣＭ
Ｓ処理では、例えばJapanColor2007Coat、sＲＧＢ、AdobeＲＧＢなどのターゲット色空間
があり、ターゲット色空間に色が一致するように、印刷装置のデバイス色空間のデバイス
色信号を変換する。よって、デバイス色空間がターゲット色空間を内包している場合（印
刷デバイスの色再現域がターゲット色空間の色再現域を包含して広い場合）、ターゲット
色空間からデバイス色空間へ色を保存した変換を行うことが可能である。
【０００８】
　一方で、印刷装置（「印刷デバイス」と同義）のＫインクの使用量が画質に影響を及ぼ
すことが知られている。すなわち、Ｋインクの使用量をＣＭＹに比べ相対的に多くするこ
とで、例えば黒系文字や線画などの輪郭がシャープになる作用がある。また、Ｋの使用量
を多くすると相対的にＣＭＹの使用量は減るため、総色材量が減るなど、色材使用コスト
が改善するなど、画質以外への効果もある。また逆に、Ｋの使用量をＣＭＹに比べ相対的
に少なくすることで、一般に粒状性が改善する作用がある。
【０００９】
　さらに、ターゲット色空間のシャドウ部（濃度が高い領域、以下「ＳＤ部」と表記する
場合がある。）に着目すると、ＳＤ部ではＫの使用量が画質に重大な影響を与える場合が
ある。特に、１回のスキャン（描画走査）で媒体に対して印字を行うシングルパス方式の
インクジェットプリンタでは、ラインヘッドのノズル列を構成するノズル群の中にノズル
不良（吐出曲がりや不吐出）が発生するとそのノズルが担当する領域にスジムラが発生し
、致命的な画像欠陥となる。色材にＣＭＹＫインクを用いる場合、Ｋは最もコントラスト
が強いため、Ｋの使用量が多い場合にＫ起因のスジムラが発生すると強い視認性を有し、
特に問題となる。
【００１０】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたものであり、印刷物におけるスジムラの視認
性を低減することができる色変換処理を可能とするプロファイルの作成装置及び方法、色
変換装置及び方法、プログラム並びに印刷システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上述の課題を解決するために、本発明に係るプロファイル作成装置は、シアン（Ｃ）、
マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）、ブラック（Ｋ）の色材を用いて印刷を行う印刷装置の
色表現を調整する色変換処理に用いるプロファイルを作成するプロファイル作成装置であ
って、印刷装置によって印刷物を形成する際に使用される色材総量を予め定められた制限
値内に制限し、かつ印刷装置が持つ色再現能力の範囲で可能な限り広い色域となるように
入力ＣＭＹＫ値と第１の出力ＣＭＹＫ値との変換関係が規定された第１の総量制限プロフ
ァイルが格納される第１の総量制限プロファイル格納手段と、第１の総量制限プロファイ
ルの出力Ｋ値を削減して削減後Ｋ値を定めるＫ値削減処理手段と、Ｋ値削減処理手段によ
るＫ値の削減に伴いＣＭＹ値を増加させるときのＣＭＹの増加比率を決定するＣＭＹ増加



(7) JP 5848190 B2 2016.1.27

10

20

30

40

50

比率決定手段と、ＣＭＹの増加比率を規定したＣＭＹ増加比率データに基づき、Ｋ値削減
処理手段のＫ値削減処理によって減少した色材量の範囲内で、ＣＭＹ値を増加させる処理
を行うＣＭＹ増加処理手段と、入力ＣＭＹＫ値に対し、削減後Ｋ値とＣＭＹ増加処理手段
によるＣＭＹ増加処理後のＣＭＹ値のＣＭＹＫ値で表される第２の出力ＣＭＹＫ値を関連
付けて入力ＣＭＹＫ値と第２の出力ＣＭＹＫ値との変換関係を規定した第２の総量制限プ
ロファイルを生成する第２の総量制限プロファイル作成処理手段と、を備え、ＣＭＹ増加
比率決定手段は、プロファイルの各格子点の色相を保って濃度の再現域を広げる方向にＣ
ＭＹを増加させる。
【００１２】
　本発明によれば、第１の総量制限プロファイルは、色材総量を制限値の範囲内に制限し
つつ、印刷装置が潜在的に持つ色再現能力を最大限発揮できるように入力ＣＭＹＫ値と出
力ＣＭＹＫ値（第１の出力ＣＭＹＫ値）との関係が規定されている。この第１の総量制限
プロファイルにおける出力ＣＭＹＫ値をＫ値削減処理とＣＭＹ増加処理によって修正し、
第２の総量制限プロファイルを作成する。第２の総量制限プロファイルは、スジムラが特
に目立ちやすいＫ値が削減され、その削減したＫの色材量の範囲でＣＭＹが増加処理され
ている。
【００１３】
　ＣＭＹＫの４色のうち、Ｋはシャドウ部（低明度部）におけるスジムラが最も視認され
やすいため、Ｋ値を削減することによりスジムラ（特にシャドウ部のスジムラ）の視認性
を低減することができる。また、Ｋ値の削減で低下した濃度（色再現域）をＣＭＹの増加
処理により、できる限り回復させている。このため第２の総量制限プロファイルを用いて
ＣＭＹＫの信号値を変換して得られたＣＭＹＫ信号を基に印刷装置で印刷を行うことによ
り、色再現域を確保しつつ、スジムラの視認性を低減することができる。
【００１４】
　他の発明態様については明細書及び図面の記載により明らかにする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、色材総量の制限の範囲内で印刷物におけるスジムラの視認性を低減す
ることができる色変換処理が可能となる。また、必要とされる印刷装置の色再現域を確保
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施形態に係るプロファイル生成装置及び色変換装置が適用される印刷
システムの全体構成を示す図
【図２】画像処理装置のハードウェア構成例を示すブロック図
【図３】画像処理装置におけるプロファイル作成機能及び色変換処理機能に関する機能構
成を示した要部ブロック図
【図４】色予測器の学習データを取得する手順を示すフローチャート
【図５】色材総量制限プロファイル作成処理のフローチャート
【図６】バーチャートの例を示す図
【図７】Ｋ値－画質関係データの取得手順を示すフローチャート
【図８】シャドウ部（ＳＤ部）最適化の処理に関連する要部ブロック図
【図９】ＳＤ部最適化処理のフローチャート
【図１０】Ｋ値削減処理のフローチャート
【図１１】ＣＭＹ分配処理のフローチャート
【図１２】ＣＭＹ分配処理部の構成を示すブロック図
【図１３】画像処理装置におけるＳＤ部最適化総量制限プロファイルとＳＤ部最適化プリ
ンタプロファイルの作成処理のフローチャート
【図１４】本実施形態におけるＣＭＳ処理の概要を示すフローチャート
【図１５】本実施形態で作成されるＳＤ部最適化プリンタプロファイルの色域を示す模式
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図
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、添付図面に従って本発明を実施するための形態について詳説する。
【００１８】
　図１は本発明の実施形態に係るプロファイル生成装置及び色変換装置が適用される印刷
システムの全体構成を示す図である。この印刷システム１０は、印刷しようとする画像内
容を示す画像データ（以下、「原稿画像データ」、「入稿画像データ」、若しくは「入稿
データ」と呼ぶ場合がある。）を生成するフロントエンドコンピュータ１２と、色変換処
理のためのテーブル（プロファイル）を作成するプロファイル作成装置及びその作成され
たプロファイルを用いて色変換処理を行う色変換装置として機能する画像処理装置１４と
、測色機１６と、カラー画像出力装置としての印刷機１８と、印刷機１８を制御するコン
トローラ２０と、管理用コンピュータ２２と、を備えている。フロントエンドコンピュー
タ１２、画像処理装置１４、コントローラ２０及び管理用コンピュータ２２はＬＡＮ（Lo
cal Area Network）などの通信ネットワーク２４に接続されている。
【００１９】
　また、図１には示さないが、通信ネットワーク２４には、図示の構成の他に、プレート
レコーダ等の製版装置及びそのコントローラ、その製版装置で作製される印刷版を使用し
て印刷を行う印刷機、複数台のコンピュータなどを接続することもできる。本システムに
含まれるフロントエンドコンピュータ１２、管理用コンピュータ２２、印刷機１８、製版
装置等の台数は特に限定されない。
【００２０】
　例えば、フロントエンドコンピュータ１２、画像処理装置１４、コントローラ２０、管
理用コンピュータ２２の機能を１台のコンピュータで実現することも可能であるし、複数
台のコンピュータで実現することも可能である。画像処理装置１４とコントローラ２０を
統合して１台のコンピュータでこれらの機能を実現してもよいし、管理用コンピュータ２
２内に画像処理装置１４の機能を搭載してもよい。
【００２１】
　フロントエンドコンピュータ１２は、印刷しようとする文字、図形、絵柄、イラスト、
写真画像などの様々な種類の画像部品を編集し、印刷面上にレイアウトする作業を行うた
めに用いられる。フロントエンドコンピュータ１２による編集作業等によって印刷元画像
データとしての原稿画像データが生成される。フロントエンドコンピュータ１２によって
生成された原稿画像データは、画像処理装置１４やコントローラ２０に転送される。なお
、原稿画像データを生成する手段については、フロントエンドコンピュータ１２で作成す
る形態に限らず、図示せぬ他のコンピュータや画像作成・編集装置等によって作成する態
様も可能である。原稿画像データは、通信ネットワーク２４を通じて、或いはメモリカー
ドなどのリムーバブルメディア（外部記憶媒体）を用いて、画像処理装置１４やコントロ
ーラ２０等に入力することができる。
【００２２】
　画像処理装置１４は、本発明の実施形態に係るプロファイル作成装置として機能し、印
刷色を管理するカラープロファイルの生成処理を行う。また、画像処理装置１４は、色変
換装置として機能するとともに、フロントエンドコンピュータ１２等で生成された印刷用
の原稿画像データ（例えば、ページ記述言語で記述されたデータ）をラスタライズ処理（
ＲＩＰ処理）する手段として機能する。この画像処理装置１４は、コンピュータのハード
ウェアとソフトウェアの組み合わせによって実現することができる。なお、ＲＩＰ装置と
して機能は、印刷機１８のコントローラ２０に搭載してもよい。
【００２３】
　測色機１６は、印刷用紙などの媒体に印刷されたカラーチャート上のカラーパッチを測
色する手段であり、例えば、分光光度計などを用いることができる。測色機１６で測定さ
れた情報は画像処理装置１４に提供される。例えば、測色機１６は画像処理装置１４に対
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して、有線又は無線の通信インターフェース部（不図示）を介して接続され、測色機１６
による計測データ（カラーパッチの測色値のデータ）が画像処理装置１４に送られる。或
いはまた、メモリカードなどのリムーバブルメディア（外部記憶媒体）を用いて計測デー
タを画像処理装置１４に入力してもよい。
【００２４】
　印刷機１８としては、インクジェットプリンタのようなデジタル印刷機、オフセット印
刷機、電子写真印刷機など、様々なタイプの印刷機（「プリンタ」、「印刷装置」と同義
）を採用できる。なお、印刷版を用いる印刷機の場合は、プレートレコーダ等の製版装置
とそのコントローラ、並びに、その製版装置で作成される印刷版を使用して印刷を行う印
刷機などが通信ネットワーク２４に接続される。本例における印刷機１８、或いは印刷機
１８とコントローラ２０の組み合わせが「印刷装置」に相当する。また、製版装置とその
コントーラ並びに作成された印刷版を用いる印刷機の組み合わせを「印刷装置」と解釈す
ることができる。
【００２５】
　管理用コンピュータ２２は、印刷システム１０における各種管理を行う。例えば、画像
管理、印刷ジョブ管理などを行う。
【００２６】
　本例ではフロントエンドコンピュータ１２、画像処理装置１４、コントローラ２０、管
理用コンピュータ２２がＬＡＮ（Local Area Network）などの通信ネットワーク２４に接
続されている形態を例示しているが、本発明の実施に際しては、各要素が必ずしも通信ネ
ットワーク２４に接続されていなくてもよい。
【００２７】
　図２は、画像処理装置１４のハードウェア構成例を示すブロック図である。本例の画像
処理装置１４は、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）を用いて実現されている。すなわち、
画像処理装置１４は、ＰＣ本体３０と表示装置３２と入力装置３４とを備える。ＰＣ本体
３０は、中央演算処理装置（ＣＰＵ）４１と、メモリ４２と、各種プログラムやデータ等
を記憶保存する記憶装置としてのハードディスク装置（ＨＤＤ）４３と、入力インターフ
ェース部４４と、ネットワーク接続用の通信インターフェース部４５と、表示制御部４６
と、周辺機器用インターフェース部４７とを備える。測色機１６は周辺機器用インターフ
ェース部４７を介して画像処理装置１４に接続される。
【００２８】
　表示装置３２は、例えば、液晶ディスプレイや有機ＥＬディスプレイなどを用いること
ができる。表示装置３２は表示制御部４６に接続される。入力装置３４は、キーボード、
マウス、タッチパネル、トラックボールなど、各種の手段を採用することができ、これら
の適宜の組み合わせであってもよい。本例では入力装置３４として、キーボードとマウス
が用いられる。入力装置３４は入力インターフェース部４４に接続される。表示装置３２
と入力装置３４はユーザーインターフェース(ＵＩ)として機能する。オペレータ（ユーザ
）は、表示装置３２の画面に表示される内容を見ながら入力装置３４を使って各種情報の
入力を行うことができ、画像処理装置１４や印刷機１８等を操作することができる。また
、表示装置３２を通じてシステムの状態等を把握（確認）することが可能である。
【００２９】
　ハードディスク装置４３には、画像処理に必要な各種プログラムやデータ等が格納され
ている。例えば、カラーチャート定義データ、プロファイル生成用プログラム、画像処理
プログラム、カラーチャートの測定値データ群などが記憶される。ハードディスク装置４
３に格納されているプログラムがメモリ４２にロードされ、これをＣＰＵ４１が実行する
ことにより、プログラムで規定される各種の手段として機能する。
【００３０】
　本実施形態では各種プログラムは、例えば、それらのプログラムを記録したＣＤ－ＲＯ
Ｍ等のコンピュータ読み取り可能な有体物たる記録媒体によって提供することができる。
すなわちユーザは、上記プログラムの記録媒体としてのＣＤ－ＲＯＭを購入してＣＤ－Ｒ
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ＯＭ駆動装置（図示せず）に装着し、そのＣＤ－ＲＯＭからそれらのプログラムを読み出
してハードディスク装置４３にインストールする。また、これに代えて、通信ネットワー
ク２４を介して送られてくるプログラムのデータ（信号）を受信して、ハードディスク装
置４３にインストールするようにしてもよい。
【００３１】
　なお、図２に示したＰＣ本体３０と表示装置３２と入力装置３４と同様のハードウェア
構成を図１で説明した管理用コンピュータ２２や印刷機１８のコントローラ２０のハード
ウェア構成として採用することができる。或いはまた、画像処理装置１４を搭載した分版
装置を提供することができる。
【００３２】
　図３は、画像処理装置１４におけるプロファイル生成機能及び色変換処理機能に関する
機能構成を示した要部ブロック図である。画像処理装置１４は、色予測器１１０（「色予
測手段」に相当）、色材総量制限プロファイル作成処理部１２０、総量制限プロファイル
格納部１２２（「第１の総量制限プロファイル格納手段」に相当）、プリンタプロファイ
ル作成処理部１３０、プリンタプロファイル格納部１３２、Ｋ値－画質関係データ格納部
１３４、ターゲットプロファイル格納部１３６、シャドウ（ＳＤ）部最適化処理部１４０
、ＳＤ部最適化総量制限プロファイル格納部１４６、ＳＤ部最適化プリンタプロファイル
作成処理部１５０（「シャドウ部最適化プリンタプロファイル作成処理手段」に相当）、
ＳＤ部最適化プリンタプロファイル格納部１５２を備える。
【００３３】
　また、画像処理装置１４は、入稿データ５０を受け入れる画像入力インターフェース部
１６０（「画像入力手段」に相当）、ＣＭＳ処理部１６２（「色調整処理手段」に相当）
、色材総量制限処理部１６４８「色材総量制限処理手段」に相当）を備え、これら処理部
（１６２、１６４）を経て生成された色変換後の画像データ（符号７０で示す総量制限後
のＣＭＹＫデータ）を出力するデータ出力部１６６を備える。
【００３４】
　本実施形態の画像処理装置１４は、シャドウ（ＳＤ）部が最適化されたＳＤ部最適化総
量制限プロファイルとＳＤ部最適化プリンタプロファイルとを生成し、これらプロファイ
ルを色変換処理（ＣＭＳ処理、色材総量制限処理）に用いて、入稿データ５０の色変換を
行うものである。図３に示した各部は、コンピュータのハードウェアとソフトウェア（プ
ログラム）の組み合わせによって実現可能である。
【００３５】
　以下、各部の機能について説明する。
【００３６】
　＜＜色予測器＞＞
　色予測器１１０は、印刷デバイス（印刷機１８）に入力するＣＭＹＫ信号に対する出力
の色（例えば、Ｌ*ａ*ｂ*などのデバイス非依存値）を予測するソフトウェアで構成され
る。本例の色予測器１１０は、ＣＭＹＫ値からＬ*ａ*ｂ*値を予測する順写像予測機能と
、Ｌ*ａ*ｂ*値からＣＭＹＫ値を求める逆写像予測機能とを有している。色予測器１１０
における順写像、逆写像を定義するデータは、印刷機１８によって出力されたカラーチャ
ートを測色して得られるカラーチャート測色データ群を基に生成される。なお、本例では
、デバイス非依存色空間の表色系（色座標系）としてＣＩＥ－Ｌ*ａ*ｂ*を用いるがこれ
に限定されない。
【００３７】
　色予測器１１０は、印刷機１８で出力したカラーチャートの各パッチを測色して得られ
た測色データ群（学習データ）が格納される格納部（以下、「カラーチャート測色データ
群格納部」という。）１１２と、学習データに基づいて生成される順写像テーブルに従い
ＣＭＹＫからＬ*ａ*ｂ*を予測する演算を行う順写像予測部１１４（「順写像予測手段」
に相当）と、学習データに基づいて生成される逆写像テーブルに従いＬ*ａ*ｂ*からＣＭ
ＹＫ予測する演算を行う逆写像予測部１１６（「逆写像予測手段」に相当）とを含む。
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【００３８】
　色予測器１１０における順写像、逆写像を定義するデータ（写像テーブル）は、例えば
以下の方法で作成することができる。図４はそのフローチャートである。
【００３９】
　まず、ＣＭＹＫの各色信号値をそれぞれ１０％刻みで変化させて定義した複数のカラー
パッチ（パッチ群）からなるカラーチャートデータを作成し（ステップＳ１０２）、この
カラーチャートデータにしたがってカラーチャートを印刷デバイス（印刷機１８）により
出力する（ステップＳ１０４）。次に、この出力されたカラーチャートのパッチ群を測色
機（図１符号１６）により測色して、各パッチのＬ*ａ*ｂ*値を求める（ステップＳ１０
６）。
【００４０】
　測色値は、デバイス非依存色空間の値として取得され、例えば、ＣＩＥ－Ｌ*ａ*ｂ*値
（以下、「Ｌ*ａ*ｂ*値」、又は「Ｌａｂ値」と表記する場合がある。）を用いることが
できる。もちろん、ＣＩＥ－ＸＹＺ値や分光反射率などの他の測色値を用いることも可能
である。
【００４１】
　こうして、カラーチャートデータの各カラーパッチの入力値（定義値、本例ではＣＭＹ
Ｋ値）と実際の測色値（本例ではＬ*ａ*ｂ*値）との対応関係をまとめたデータ（以下、
「入力値－測色値関係データ」という。）が生成される（ステップＳ１０８）。カラーパ
ッチの入力値は、画像出力デバイスとしての印刷機１８に依存した色空間（デバイス依存
色空間）で規定される。例えば、ＣＭＹＫ４色で印刷を行う印刷機の場合、カラーパッチ
の入力値はＣＭＹＫ値で表される。カラーチャートの測色値は、測色機１６で規定される
所定のデバイス非依存色空間の値（例えばＬ*ａ*ｂ*値）として得られる。カラーチャー
トに含まれている多数のカラーパッチの各パッチについて入力値に対する測色値の関係デ
ータが得られる。これら多数のカラーパッチの入力値－測色値関係データの集合を「カラ
ーチャート測色値データ群」或いは「学習データ群」と呼ぶ。カラーチャート測色値デー
タ（学習データ）群は、メモリなどのカラーチャート測色値データ群格納部１１２に記憶
保存される（ステップＳ１１０）。
【００４２】
　これにより、順写像に関しては、１０％刻みのＣＭＹＫに対するＬ*ａ*ｂ*を算出する
ことが可能となる。また、１０％刻みの値に該当するＣＭＹＫ値以外の他のＣＭＹＫ値に
関しても、補間演算などを用いることで予測することが可能である。この場合、単純な補
間演算を用いずに、ノイゲバウワモデルやユールニエルセン修正ノイゲバウワモデルなど
の物理モデルを用いることも可能である。物理モデルを用いることで、単純な補間演算を
行う場合に比べ、精度の高い色予測を行うことができる。
【００４３】
　逆写像に関しては、３次元空間から４次元空間への写像であり、あるＬ*ａ*ｂ*値に対
してＣＭＹＫは一意には決まらない。これは、ある黒色を表すのにＫインクによるＫブラ
ック、ＣＭＹ混色によるコンポジットブラック、Ｋブラックとコンポジットブラックの組
み合わせ、が可能であることが原因である。
【００４４】
　そこで、逆写像を求める際は、予めＫの値を制約条件として入力することで、残りのＣ
ＭＹ値をニュートン法、準ニュートン法、ダウンヒルシンプレックス法などの非線形最適
化手法を用いて一意に決定することが可能となる。Ｋ値の制約条件は、図３の符号１１８
で示したＫ値制約条件設定部によって設定する。Ｋ値制約条件設定部１１８は、表示装置
３２（図２参照）に表示されるＧＵＩ（グラフィカルユーザーインターフェース）からオ
ペレータが入力装置（図２の符号３４）を操作して所望のＫ値を指定できる構成を採用し
てもよいし、印刷モードの選択に連動して自動的に設定されるような構成でもよい。
【００４５】
　なお、上述の例では、色予測のための学習データに相当するパッチ群を10%刻みで定義
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していたが、これは１０％に限定されるものではない。色予測精度を向上させたければ5%
刻みなどにすることもできるし、測定工数を減らしたければ、例えば、肌色・グレーなど
の重要色を優先的に選び（つまり刻み幅を細かくし）、その他の色の刻み幅を粗くするな
ど工夫しても良い。
【００４６】
　＜色材総量の制限について＞
　ＣＭＹＫの各信号は、それぞれ０～１００％の範囲で信号値（濃度）を変化させること
ができるものとする。ただし、後述するように、ＣＭＹＫの合計パーセンテージが大きく
なりすぎると、記録媒体が重畳的に付与されるインクを吸収できず、正確なパッチの色再
現が出来なかったり、過剰インクによる膜特性の低下が起こったり、過剰インクによって
用紙がたわみ媒体搬送に問題を生じさせたりすることがある。これら問題に対処するため
に、ＣＭＹＫの合計パーセンテージが規定の上限値を超えて大きい場合（例えば、合計パ
ーセンテージが２５０％を超える場合）にはカラーパッチを作成せず、そのパッチが印刷
されないようにすることが好ましい。この場合、その印刷されないカラーパッチのＣＭＹ
Ｋに対するＬ*ａ*ｂ*が求まらなくなってしまうが、この領域はそもそも印刷に不向きで
あるためＬ*ａ*ｂ*データを得る必要がない場合が多い。もし、システムの都合上、これ
ら測定外のデータが必要な場合は、補外演算で求めるか、或いは、適当な値を代入してお
き、別途エラー値であることがわかるようにしておけばよい。
【００４７】
　なお、色予測器１１０は記録媒体の種類が異なればＣＭＹＫ－Ｌ*ａ*ｂ*の関係も変化
するため、記録媒体ごとに別途作成する必要がある。つまり、記録媒体の種類ごとに、カ
ラーチャートの出力とその測色を行い、記録媒体別にＣＭＹＫ－Ｌ*ａ*ｂ*の関係データ
を生成する。
【００４８】
　＜＜色材総量制限プロファイル作成処理＞＞
　一般にインクジェットプリンタや電子写真では、４つの色材がそれらの最大量近傍で用
いられる場合に、記録媒体が当該記録媒体上に重畳的に付与されるインクを吸収できず、
正確なパッチの色再現が出来なかったり、過剰インクによる膜特性の低下が起こったり、
過剰インクによって用紙がたわみ、媒体搬送に問題を生じさせたりすることがある。その
ため、色予測器１１０の写像テーブルをそのままＣＭＳ処理に適用してしまうと、過剰な
色材量の信号が印刷デバイス（印刷機１８）に入力されてしまうことが起こりうる。そこ
で、色材の総量を制限する処理が必要となる。
【００４９】
　色材総量制限処理部１６４では、例えば、ＣＭＹＫの４種色材を合わせてその合計が２
５０％を超えないように（２５０％以下とするように）ＣＭＹＫ値を変換する。ここでの
変換処理では、予め色材総量制限値（ＣＭＹＫの合計上限値、一例として２５０％）を定
義し、色材総量制限値を超えない範囲で、なるべく再現色空間が広くなるように変換を行
う。この色材総量制限処理のＣＭＹＫ→ＣＭＹＫ変換（写像）を規定するために作成され
るテーブルが総量制限プロファイル（又はこれをさらにＳＤ部最適化して作成されるＳＤ
部最適化総量制限プロファイル）である。
【００５０】
　色材総量制限プロファイル作成処理部１２０は、色材総量制限値設定部１２４によって
設定される色材総量制限値を超えないようにＣＭＹＫ→ＣＭＹＫ変換を行うための総量制
限プロファイル（「第１の総量制限プロファイル」に相当）を作成する。色材総量制限値
は、記録媒体の種類や、要求される印刷品質、コストなどの観点から決定され、色材総量
制限値設定部１２４（図３参照）よって設定される。色材総量制限値設定部１２４、表示
装置３２（図２参照）に提示されるＧＵＩ（グラフィカルユーザーインターフェース）か
らオペレータが入力装置（図２の符号３４）を操作して所望のＫ値を指定できる構成を採
用してもよいし、印刷モードや用紙（記録媒体）種の選択に連動して自動的に設定される
ような構成でもよい。
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【００５１】
　総量制限プロファイルは、例えば、ＣＭＹＫ色空間（各軸0-100%）を5%刻みで変化させ
た各ＣＭＹＫに対する、色材総量制限後のＣＭＹＫ値を規定する。具体的に例示すると、
色材総量制限値が250％であるとき、例えば（Ｃ，Ｍ，Ｙ，Ｋ）＝(0, 0, 0, 50)に対して
は、色材総量が50%であり、色材総量制限値の250％を超えていないので、変換後も（Ｃ，
Ｍ，Ｙ，Ｋ）＝(0, 0, 0, 50)とする。一方で、例えば（Ｃ，Ｍ，Ｙ，Ｋ）＝(100, 100, 
100, 100)に対しては、色材総量が400%となり、色材総量制限値の250%を超えてしまうの
で、変換後は（Ｃ，Ｍ，Ｙ，Ｋ）＝(50, 50, 50, 100)などとする。ここでは、色材総量
制限を行う上で、Ｋ値は固定して、ＣＭＹ値を減少させているが、一般に、ＣＭＹコンポ
ジットプラックを多用するよりも、Ｋブラックを多用する方が、同じ色材量でより濃度を
出すためことができる。したがって、前述のように、なるべく色空間が広くなるように変
換を行う場合には、必然的にＫ＝100%は常に固定となる。
【００５２】
　なお、上記の例では、（Ｃ，Ｍ，Ｙ，Ｋ）＝(0, 0, 0, 50)に対して、変換後も（Ｃ，
Ｍ，Ｙ，Ｋ）＝(0, 0, 0, 50)を設定しているが、例えば粒状性などの画質を向上させる
ためにＫ使用値を減らして、デバイス非依存空間上で等色範囲に収まるように（すなわち
、L*a*b*が殆ど変化しない範囲で）ＫをＣＭＹに置き換え、（Ｃ，Ｍ，Ｙ，Ｋ）＝(10, 1
0, 10, 40)などを設定しても良い。
【００５３】
　（Ｃ，Ｍ，Ｙ，Ｋ）＝(0, 0, 0, 50)と等色範囲に収まる別のＣＭＹＫを求めるのには
、色予測器１１０の逆写像予測機能を使って、Ｋ＝４０などのようにＫに制約条件を課し
た上で、残りのＣＭＹを予測すれば良い。上記の例（Ｃ，Ｍ，Ｙ，Ｋ）＝(10, 10, 10, 4
0)では、Ｋ＝４０の制約条件で予測（推定）されたＣＭＹがそれぞれ10%だったことを意
味している。
【００５４】
　図５は、色材総量制限プロファイル作成処理のフローチャートである。まず、色材総量
制限値を規定する（ステップＳ１２２）。ＣＭＹＫ色空間のＣＭＹＫ値のうち、色材総量
制限値を超えるＣＭＹＫ値に対して、色材総量制限値内に収まるＣＭＹＫ値（総量制限後
ＣＭＹＫ）を定める（ステップＳ１２４）。入力ＣＭＹＫと総量制限後ＣＭＹＫの関係を
規定したルックアップテーブル（すなわち、総量制限プロファイル）を生成し（ステップ
Ｓ１２６）、得られた総量制限プロファイルをメモリ等の総量制限プロファイル格納部１
２２に格納する（ステップＳ１２８）。
【００５５】
　上記の例では、色材総量制限値を250%のようにパーセンテージで規定しているが、制限
値の規定方法はパーセンテージに限定するものではない。例えば、Ｃ、Ｍ、Ｙ、Ｋそれぞ
れの単色入力に対する色材量を予め体積として算出するメカニズムを設けておき、各色材
量（体積）の合計値がある制限値を超えないようにするようにしても良い。パーセンテー
ジでなく、物理情報である体積を用いることにより、より厳密に色材量を管理することが
できる。
【００５６】
　色材総量制限プロファイル作成処理部１２０では、上述の通り、なるべく色空間が広く
なるように変換を行う場合には、必然的にＫ＝100%は常に固定になる。その一方、後述す
るＳＤ部最適化処理では、Ｋを100%に固定せずに、画質の観点でＫの最大値を決定する。
つまり、ＳＤ最適化処理においては、プリンタの表現できる濃度を犠牲にしてでも画質を
向上させるためにＫ値の削減を行う。
【００５７】
　＜＜総量制限プロファイル＞＞
　色材総量制限プロファイル作成処理部１２０で作成される総量制限プロファイルは、入
力ＣＭＹＫと総量制限後ＣＭＹＫの関係をルックアップテーブル（ＬＵＴ）として保持し
たプロファイルであり、例えばＩＣＣプロファイルの形式を用いて定義される。この総量
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制限プロファイルは、色材総量制限プロファイル作成処理部１２０における色材総量制限
プロファイル作成処理によって作成され、総量制限プロファイル格納部１２２に格納され
る。
【００５８】
　＜＜プリンタプロファイル作成処理＞＞
　プリンタプロファイル作成処理部１３０は、色予測器１１０と総量制限プロファイルを
入力とし、プリンタプロファイルを作成する。プリンタプロファイルは、色材総量制限を
行う前のＣＭＹＫ値と色材総量制限を行った後のＣＭＹＫ（以後、「総量制限CMYK1」と
表記する。）によって印刷される色（Ｌ*ａ*ｂ*）との関係をＬＵＴとして保持したプロ
ファイルである。総量制限CMYK1に対するＬ*ａ*ｂ*は、色予測器１１０の順写像予測機能
を使って予測することができる。
【００５９】
　また、もし色予測器１１０の精度が十分でないと判断された場合は、総量制限CMYK1で
定義されたＣＭＹＫ値のみを用いてもう一度カラーチャートを作成し、そのカラーチャー
トを印刷後に測色する方式をとっても良い。図３において、色予測器１１０からプリンタ
プロファイル作成処理部１３０への矢印が破線で描かれているのは、プリンタプロファイ
ル作成処理部１３０におけるプリンタプロファイル作成処理工程において、必ずしも色予
測器１１０を用いる必要がないことを示している。
【００６０】
　なお、このプリンタプロファイル作成処理は、本実施形態において、後述するＳＤ部最
適化を行った状態で印刷を行うためには必要とはならないが、ＳＤ部最適化を行う前の印
刷を行いたい場合には必要となる。
【００６１】
　＜＜プリンタプロファイル＞＞
　プリンタプロファイルは、色材総量制限を行う前のＣＭＹＫ値と色材総量制限を行った
後のＣＭＹＫ（総量制限CMYK1）によって印刷される色（Ｌ*ａ*ｂ*値などのデバイス非依
存色空間で定義される色）の関係をＬＵＴとして保持したプロファイルであり、例えばＩ
ＣＣプロファイルの形式を用いて定義される。プリンタプロファイルはプリンタプロファ
イル作成処理部１３０で作成され、プリンタプロファイル格納部１３２に格納される。
【００６２】
　プリンタプロファイルは、該当する印刷デバイス（印刷機１８）及び記録媒体の組み合
わせに対する、色材総量制限処理（インク量制限）の影響も加味した、純粋な色再現能力
を表していると言える。つまり、印刷デバイスの持っている本来の色再現能力（印刷デバ
イスが潜在的に持つ色再現能力）はこのプリンタプロファイルによって表される。
【００６３】
　本実施形態は、ＳＤ部のスジムラ視認性低減の観点から、プリンタプロファイルよりも
狭い色域のＳＤ部最適化プリンタプロファイルを生成する。
【００６４】
　＜＜Ｋ値－画質関係データ＞＞
　Ｋ値－画質関係データ格納部１３４に格納されるＫ値－画質関係データは、使用するＫ
値と画質得点（画質の評価を示す画質指数或いは画質評価値ともいう。）の関係を表すデ
ータである。画質の指標には、例えば粒状性やスジムラなど様々な画質属性の要素がある
が、ここではシングルパス印字方式のインクジェット印刷機で特に問題となるスジムラを
例にして説明する。
【００６５】
　あるＫ値に対して、そのＫ値を用いて、シングルパスのインクジェットヘッドのノズル
が並ぶ方向（今後、幅方向と呼ぶ）に平網チャート（今後、バーチャートと呼ぶ）を印刷
することを考える。印刷されたバーチャートを観察すると、不良ノズル（印字位置がズレ
たり、不吐出が置きたりするノズル）で印字した箇所にスジムラが生じる。また、スジム
ラはK値の大きさでその程度が変化する。
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【００６６】
　一般に、Ｋ値を減らせば、それだけスジのコントラストが下がるため、スジの視認性は
低下する。また、もしＫ値削減に対してＣＭＹ値を増加させれば、Ｋ値減少によるスジの
視認性の低下だけでなく、Ｋの不良箇所に印字されたＣＭＹインクがスジを埋める役割を
果たすため、スジのコントラストはさらに低下し、スジの視認性も低下する。
【００６７】
　よって、Ｋ値はなるべく削減し、ＣＭＹ値をなるべく増加させることでスジムラの視認
性を低下させることができる。ただし、Ｋ値削減により低下した濃度をＣＭＹ値で表現す
るためには、一般に削減したＫのインク量よりも多くのＣＭＹのインク量が必要になるた
め、インク量制限の上限を考えると、Ｋ－ＣＭＹ置き換えにはインク量の観点で限界があ
ることになる。
【００６８】
　ここで、Ｋ値－画質関係データの生成方法の例について説明する。
【００６９】
　＜バーチャートの出力と画質得点の評価＞
　Ｋ値－画質関係データは、あるＳＤ部の色に対して、Ｋを100%から徐々に削減しつつ作
成したバーチャートを出力し、各Ｋ値に対するスジの視認性の程度を評価し、作成する。
ＳＤ部の色には、例えば４色100%入力、すなわち、（Ｃ，Ｍ，Ｙ，Ｋ）＝(100, 100, 100
, 100)の入力に対する色が選択される。既述の通り、４色100%入力は総量制限プロファイ
ルによって、インク量が制限値を超えないように変換されるため、先の例では（Ｃ，Ｍ，
Ｙ，Ｋ）＝(50, 50, 50, 100)に予め制限される。よって、この場合バーチャートは(50, 
50, 50, 100)、(50, 50, 50, 99)、(50, 50, 50, 98)、(50, 50, 50, 97)、(50, 50, 50,
 96)…、のようにＫ値を変えて作成される。
【００７０】
　図６にバーチャートの例を示す。図示のように、記録媒体９０上にＫ＝100％のバーチ
ャート９２Ａ、Ｋ＝99％のバーチャート９２Ｂ、Ｋ＝98％のバーチャート９２Ｃ、Ｋ＝97
％のバーチャート９２Ｃ、Ｋ＝97％のバーチャート９２Ｄ、Ｋ＝96％のバーチャート９２
Ｅ…、が印刷される。
【００７１】
　次に出力したバーチャートの各バーに対して、スジの視認レベルを評価し、各K値に対
するスジ特性を、例えば、評価「Ｃ」（スジが目立つ）、評価Ｂ（スジが目立たたない）
、評価Ａ（スジが視認されない）などと決定する。こうして、Ｋ値に対する画質（スジの
視認レベル評価）の関係データが得られる。また、このときの各バーチャート９２Ａ、９
２Ｂ、９２Ｃ…の色を、測色機１６を用いてＬ*ａ*ｂ*（もしくは濃度）などで測定して
おき、Ｋ削減による色変化を記録してもよい。
【００７２】
　図７は、Ｋ値－画質関係データの取得手順を示すフローチャートである。まず、ＳＤ部
の色（例えば、グレー）に対し、Ｋの値を徐々に変化させたバーチャートのデータを作成
し（ステップＳ１３２）、印刷機１８によって記録媒体上にバーチャートを印刷する（ス
テップＳ１３４）。これらＫ値の異なる複数のバーチャートについてそれぞれ画質の評価
を行い（ステップＳ１３６）、Ｋ値と画質（評価結果）の関係データ（「Ｋ値－画質関係
データ」）を生成し（ステップＳ１３８）、これをメモリ等のＫ値－画質関係データ格納
部１３４に保存する（ステップＳ１４０）。
【００７３】
　＜バーチャートの出力と画質得点の評価；変換例1＞
　バーチャートの作成は、前述のようにＫ値のみを徐々に変化させて作成しても良いが、
Ｋ値を削減したインク量分をＣＭＹに置き換えて出力してもよい。つまり、例えば、色材
総量（総％値）を250%に保ってバーチャートを出力する場合は、（Ｃ，Ｍ，Ｙ，Ｋ）＝(5
0, 50, 50, 100)、(50.33, 50.33, 50.33, 99)、(50.67, 50.67, 5.67, 98) 、(51, 51, 
51, 97) 、…、などとする。これにより、スジ特性に対して、Ｋ値削減による効果だけで
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なく、ＣＭＹ増加によるスジムラ改善効果を加味して画質得点をつけることが可能になる
。
【００７４】
　また、本例では、ＣＭＹを増加する際に各色等量ずつ増加しているが、このような等量
増加に代えて、例えば、(50, 53, 50, 97)などのように、ある特定の色相に変化するよう
に工夫してもよい。例えば、該当プリンタの４色100%の出力色と後述のターゲットプロフ
ァイルの４色100%の出力色で色相に差異がある場合は、ターゲットプロファイルの色相に
近づくようにＣＭＹを増加することで、後述のＳＤ部最適化処理を行った際の、ターゲッ
トプロファイルに対する包含性の低下をなるべく少なくすることができる。
【００７５】
　＜バーチャートの出力と画質得点の評価；変換例２＞
　バーチャートの作成及び画質得点の評価は、前述のように４色100%入力に対してのみ行
っても良いが、Ｋ＝100%の他の入力に対しても行い、Ｋ値－画質関係データを複数取得す
るようにしてもよい。例えば、（Ｃ，Ｍ，Ｙ，Ｋ）＝{(0, 0, 0, 100), (0, 0, 100, 100
), (0, 100, 0, 100), (0, 100, 100, 100), (100, 0, 0, 100), (100, 0, 100, 100), (
100, 100, 0, 100), (100, 100, 100, 100)}のように、Ｋを100%に固定したときのＣＭＹ
３次元色空間が作る８つの頂点（端点）の入力に対してそれぞれ画質得点を取得するなど
の方法が考えられる。これは、後述のＳＤ部最適化処理を行う際に、入力ＣＭＹ値によっ
てＫ値の削減量を変化させる応用を行う際に有益なデータとなる。
【００７６】
　＜＜ターゲットプロファイル＞＞
　ターゲットプロファイルは、例えばJapan Color 2007 Coated、sＲＧＢ、AdobeＲＧＢ
など、予めＣＭＹＫ（又はＲＧＢ）とＬ*ａ*ｂ*の関係が規定されたプロファイルであり
、例えばＩＣＣプロファイルの形式を用いて定義される。ユーザが予めターゲットプロフ
ァイルを指定して入稿データを作成すれば、入稿データのＣＭＹＫ（又はＲＧＢ）に対す
るデバイス非依存色のＬ*ａ*ｂ*がわかるため、プリンタプロファイルを用いることでＣ
ＭＳ処理によって色を保存した印刷を行うことができる。
【００７７】
　図３に示した構成の実施形態では、ターゲットプロファイル格納部１３６に複数種類の
ターゲットプロファイルの情報が格納されており、入稿データ５０で用いられているター
ゲットプロファイルの情報が参照される。
【００７８】
　ターゲットプロファイル格納部１３６から必要なターゲットプロファイル情報を取得す
る手段、或いは、外部からターゲットプロファイルの情報を取得する手段が「ターゲット
プロファイル取得手段」に相当する。
【００７９】
　＜＜ＳＤ部最適化処理＞＞
　次に、ＳＤ部最適化処理について説明する。図８はＳＤ部最適化の処理に関連する要部
ブロック図である。図８中、図３に示した構成と同一の要素には同一の符号を付した。Ｓ
Ｄ部最適化処理部１４０は総量制限プロファイル１８２（「第１の総量制限プロファイル
」に相当）を入力とし、ＳＤ部のＣＭＹＫ値を画質の観点で改善したＳＤ最適化プリンタ
プロファイル１９０（「シャドウ部最適化プリンタプロファイル」に相当）を出力する。
このＳＤ部最適化処理の過程で、場合によっては、Ｋ値－画質関係データ１８６、ターゲ
ットプロファイル１８８、色予測器１１０が参照される。
【００８０】
　色材総量制限プロファイル作成処理部１２０の説明の中で述べたとおり、総量制限プロ
ファイル１８２をなるべく色空間が広くなるように作成する場合には、必然的にＫ＝100%
の入力に対する出力はＫ＝100%になる。しかしながら、Ｋ＝100%で付近は画質、特にスジ
ムラの程度が悪い場合があるため、ＳＤ部最適化処理では、Ｋを100%に固定せずに画質の
観点でＫの最大値を決定する。つまり、プリンタ（印刷機１８）の表現できる濃度を犠牲
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にしてでも画質を向上させるため、Ｋ値の削減を行う。
【００８１】
　図８は、ＳＤ部最適化処理のフローチャートである。ＳＤ部最適化処理では図８に示さ
れるように、まず、Ｋ値削減処理（「Ｋ値削減処理工程」に相当）を行い（ステップＳ２
１０）、次にＣＭＹ分配処理（「ＣＭＹ増加処理工程」に相当）を行う（ステップＳ２２
０）。
【００８２】
　＜＜Ｋ値削減処理＞＞
　図９はＫ値削減処理のフローチャートである。
【００８３】
　＜総量制限プロファイルの入力値がＫ＝100%である要素のＫ削減値決定処理＞
　Ｋ値削減処理では、まず、総量制限プロファイル１８２の入力値がＫ＝100%である要素
のＫ削減値決定処理（以下、Ｋ削減値決定処理）を行う（ステップＳ２１２）。仮に総量
制限プロファイル１８２の入力ＣＭＹＫが各軸5%刻みでサンプリングされていた場合、各
軸を0, 5, 10, …, 100%の21点でサンプリングすることになり、ＣＭＹＫの４軸では21の
４乗（214）＝194481格子点の入力に対する出力ＣＭＹＫがそれぞれ定義されている。こ
の内、Ｋ＝100%の入力だけを抽出した場合、21の３乗（213）＝9261格子点が存在する。
この入力格子点を一般化すると(i, j, k, 100) となる（ただし、i: 0, 5, 10, …, 100
、j: 0, 5, 10, …, 100、k: 0, 5, 10, …, 100）。このとき、ＳＤ部最適化処理を行う
前の総量制限プロファイルの出力ＣＭＹＫ（「総量制限CMYK1」と表記する。）のＫ値は1
00%になっている。この9261格子点に対してそれぞれ出力のＫ値を決定することがＫ削減
値決定処理（ステップＳ２１２）である。
【００８４】
　＜Ｋ削減値決定処理；例1＞
　Ｋ削減値決定処理の最も簡単な方法は、9261格子点すべてにおいて同じ値を出力Ｋ値に
設定することである。例えばＫ＝90%を設定するなどである。
【００８５】
　Ｋ削減値決定処理では、Ｋ値－画質関係データ（図８の符号１８６参照）の情報を利用
してもよい。例えば、前述のように４色100%入力に対するＫ値－画質関係データで、Ｋ＝
88%に対する画質得点が「Ａ」（スジが視認されない）などであった場合は、Ｋ＝88%を採
用することが考えられる。前述のとおり、Ｋ値の削減は画質向上と濃度低下のトレードオ
フの関係があるため、もしＫ＝88%では、濃度を犠牲にし過ぎでＮＧだと考えた場合は、
画質得点が「Ｂ」（スジが目立たたない）である例えばＫ＝94%を採用し、濃度低下の影
響を抑制するといった考え方も有効である。
【００８６】
　＜Ｋ削減値決定処理；例２＞
　Ｋ削減値決定処理の他の例として、入力ＣＭＹＫが(i, j, k, 100)である 9261点に対
して、別々の出力Ｋ値を設定してもよい。例えば、(50, 40, 50, 100)の入力に対しては
出力Ｋ＝80%を設定し、(80, 90, 80, 100)の入力に対しては出力Ｋ＝90%を設定するなど
である。これは、入力ＣＭＹ値に対して出力Ｋ値を変更するということである。このよう
にすることで、例えば高濃度が出力できることを保証したい(100, 100, 100, 100)などの
入力ではＫ値削減をあまり行わないようにし、それほど高濃度を必要としない(10, 10, 1
0, 100)などの入力ではＫ値削減を多めに行うといったことが可能になる。
【００８７】
　入力ＣＭＹ値に対して出力Ｋ値を変更する場合、9261全格子点に対して1つ1つ手動で出
力Ｋ値を設定することは、格子点数が多すぎるため現実的でない。そこで、ＣＭＹが作る
３次元色立体の端点である（Ｃ，Ｍ，Ｙ，Ｋ）＝{(0, 0, 0, 100), (0, 0, 100, 100), (
0, 100, 0, 100), (0, 100, 100, 100), (100, 0, 0, 100), (100, 0, 100, 100), (100,
 100, 0, 100), (100, 100, 100, 100)}の８頂点に対して出力Ｋ値をそれぞれ設定し、残
りの格子点は演算によって自動決定するといった方法が有効である。
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【００８８】
　８頂点に対してそれぞれＫ値を設定する場合は、前述のＫ値－画質関係データを８頂点
に対してそれぞれ作成しておき、これを参照してもよい。この場合、画質向上や濃度犠牲
の観点で好ましいＫ値をそれぞれ設定することができる。
【００８９】
　自動決定の演算方法には例えば下記のような方法が考えられる。座標(i, j, k, 100)に
対する出力Ｋは上記８頂点でそれぞれ決定された出力Ｋの重み付き線型和である式(1)に
よって決定する。
【００９０】
【数１】

【００９１】
　ここで、Ｋ（I,j,k,100）は出力Ｋ値を表す。また、各重みaは下記の式(2)に示される
デミシェルの公式を用いて計算する。
【００９２】
【数２】

【００９３】
　式(1)及び式(2)を用いることで、出力Ｋが入力ＣＭＹに対して滑らかに変化することを
保証することができるため、トーンジャンプや色転びに対するロバストネスが向上すると
いう利点がある。
【００９４】
　＜Ｋ削減値決定処理；例３＞
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　Ｋ削減値決定処理の例２では、８頂点に対して別々のＫを設定したが、この考え方を応
用し、(0, 0, 0, 100)入力に対する出力ＣＭＹＫを(0, 0, 0, 100)に設定し、単色Ｋを保
存するようにしてもよい。単色Ｋを保存する場合、例えば同入力値で文字を印字した場合
に、［１］ＣＭＹインクが使用されないため文字のシャープネスが向上する、［２］Ｋを
100％に設定するためハーフトーンによるドットのす抜けの影響を最小限に抑えることが
できる、などの利点がある。
【００９５】
　＜総量制限プロファイルの全要素に対するＫ値削減処理＞
　これまでの処理で、Ｋ＝100%に固定し、ＣＭＹを５％刻みに変化させたときの入力ＣＭ
ＹＫに対する、Ｋ削減値を決定することができた。しかし、Ｋ＝100%の部分空間だけを変
換してしまうと、総量制限プロファイルの形（入力CMYKと総量制限CMYK1の関係）が大き
く歪んでしまい、ＣＭＳ処理を正しく行うことができなくなったり、トーンジャンプが発
生してしまったりする。そこで、Ｋ＝100%以外の部分空間も含めた、総量制限プロファイ
ルの全要素に対するＫ値削減処理を行う必要がある（図９のステップＳ２１４）。
【００９６】
　まず、入力ＣＭＹＫを(i, j, k, n)で表す。ここで、i, j, k, nは、それぞれが0, 5, 
10, …, 100%の値を取り得る（各軸５％刻みで0から100%の範囲の各値を取り得る）。入
力ＣＭＹＫに対応するＫ値削減処理を行う前の出力ＫをＫ(i, j, k, n)とする。次に、Ｋ
値削減処理をした後の出力ＫをＫ’(i, j, k, n)とすると、Ｋ’(i, j, k, n)の内、ｎ＝
100であるＫ’(i, j, k, 100)に関してはＫ削減値決定処理により既に設定されている。
【００９７】
　そこで、残りのＫ’(i, j, k, n)は式(3)によって決定する。
【００９８】
【数３】

【００９９】
　式(3)は、あるＣＭＹ（つまり、i, j, k）に対して、その時のＫ軸全体を目標ＣＭＹＫ
のＫ値であるＫ’(i, j, k, 100)で線型に圧縮することを表している。式(3)を用いるこ
とにより、nが100%から遠ざかるにつれ徐々にＫ削減値が滑らかに減少していくことにな
る。このため、Ｋ値が不連続に変化することがなくなり、トーンジャンプや色転びへの影
響を最小化できる。
【０１００】
　なお式(3)では線型にＫ削減値を変化させているが、ここではＫの削減値を滑らかに変
化させることが目的であるため、必ずしも線型演算で行う必要はない。例えば、式(3)に
２次以上の項を追加し、滑らかだが非線型にＫ削減値を変化させてもよい。
【０１０１】
　＜＜ＣＭＹ分配処理＞＞
　これまでに総量制限プロファイル１８２に対して、Ｋ値削減処理を実行した（図９のス
テップＳ２１０、図１０）。これにより、Ｋが削減された分、スジムラ特性が良化されて
いる。また、Ｋ値を削減したことで、総量制限プロファイル１８２における各格子点で使
用するインク量が減少している。そこで、次に、インク量減少分だけＣＭＹを増加させる
ＣＭＹ分配処理を行う（図９のステップＳ２２０）。これは、各格子点においてＣＭＹ値
を増加させることに相当し、［１］Ｋ値削減で低下してしまう濃度（色再現性）のいくら
かを補う、[２]ＣＭＹがＫ起因のスジのコントラストを低下させ、スジ特性がさらに良化
する、などの利点がある。
【０１０２】
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　ＣＭＹ分配処理は図１１に示されるフローで行われる。図１１はＣＭＹ分配処理のフロ
ーチャートである。
【０１０３】
　＜ＣＭＹ分配方式の決定処理＞
　Ｋ値削減処理によって失われたインク量をＣＭＹに分配する際には、どのような比率で
分配するかが問題となる。この分配方式をまず決定する（図１１のステップＳ２２２）。
【０１０４】
　＜ＣＭＹ分配方式の決定処理；例1＞
　ＣＭＹ分配の最も簡単な方法は、ＣＭＹを等分配する方法である。これは、例えば、Ｋ
値削減処理（図９のステップＳ２１０、図１０））によって、ある格子点のＫ値が１００
％から９４％に、６％削減された場合にＣＭＹを各々２％ずつ増加させるという方法であ
る。ただし、これはインク量を「％」で管理している場合のことであり、もしインク量を
物理量（例えば、体積）で管理していた場合は、Ｋの６％削減に対するインク物理量を予
め計算し、そのインク物理量分ＣＭＹを増加させることになる。この方式の利点としては
、［1］実装が容易である、[2]Ｋ値削減処理では色相を変えずに濃度のみが低下するが、
色相を保って濃度（この例では明度、すなわちL*方向）の再現域を広げる方向に働く、な
どが挙げられる。
【０１０５】
　＜ＣＭＹ分配方式の決定処理；例2＞
　ＣＭＹ分配比率（「ＣＭＹ増加比率」に相当）は必ずしも等分配にする必要はない。Ｃ
、Ｍ、Ｙに使用するインクによっては、同じ量だけ増加させても色相が変化する場合があ
る。もし、ＣＭＹ分配によって各格子点の色相が変わらないことを優先するのであれば、
予め色予測器１１０（順写像予測機能CMYK→L*a*b*）を用いてＣＭＹの増加に対して色相
（a*b*）が変化しないようなＣＭＹ分配比率を求めておき、それを使用するとよい。
【０１０６】
　＜ＣＭＹ分配方式の決定処理；例3＞
　ＣＭＹの分配比率は各格子点ごとに変化させてもよい。例えば、Ｋ値削減処理前の出力
ＣＭＹＫが(30, 20, 0, 100)、Ｋ値削減処理後のＣＭＹＫが(30, 20, 0, 95)であり、Ｋ
の5%削減分をＣＭＹに分配することを考える。このときに分配比率には30:20:0 = 3:2:0
を設定するという方法が考えられる。つまり、総量制限プロファイル１８２の出力ＣＭＹ
のＣＭＹ比率をＣＭＹ分配比率にするという考え方である。この場合ＣＭＹ分配後の出力
ＣＭＹＫは(33, 22, 0, 95)となる。この方式を用いることで、色相を保って彩度の再現
域を広げる方向にＣＭＹが分配されるため、プリンタのもつ色再現範囲が広がるという利
点がある。
【０１０７】
　＜ＣＭＹ分配方式の決定処理；例4＞
　ユーザが主に使用するターゲットプロファイルが予め決まっている場合には、ＣＭＹの
分配比率を各格子点ごとに変化させる方式を取り、かつ、なるべくターゲットプロファイ
ルに対する色空間の包含率が高くなる方向にＣＭＹを分配するようにしてもよい。下記に
この方式を取る場合の実施例を述べる。
【０１０８】
　まず、（Ｃ，Ｍ，Ｙ，Ｋ）＝(i, j, k, n)の入力に対して、既にＫ値削減処理により出
力Ｋ値は決定しているとする。また、出力ＣＭＹ値に対してもＣＭＹ分配を行う前の値は
既に解っているすでにわかっている。色予測器１１０を用いれば、ＣＭＹ分配を行う前の
出力ＣＭＹＫ値に対するa*b*（色相を表す）を予測することができる。一方で、ターゲッ
トプロファイル１８８の（Ｃ，Ｍ，Ｙ，Ｋ）＝(i, j, k, 100)入力に対するa*b*はわかっ
ているため、ＣＭＹ分配前のa*b*がターゲットプロファイル１８８のa*b*に近づく方向に
ＣＭＹ分配を行うことができる。
【０１０９】
　＜総量制限プロファイルの全要素に対するＣＭＹ分配処理＞
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　ＣＭＹ分配方式の決定処理（図１１のステップＳ２２２）でＫ値削減処理後の総量制限
プロファイルの各格子点に対するＣＭＹ分配率が決定されたので、後はその各分配率に従
って、Ｋ値削減処理前のインク量に戻るまで各格子点ごとにＣＭＹ分配を行う（図１１の
ステップＳ２２４）。これにより、ＳＤ部最適化総量制限プロファイル１８４（図８参照
）が完成する。
【０１１０】
　総量制限プロファイル１８２とＳＤ部最適化総量制限プロファイル１８４は各格子点に
おいてインク量が保存しているため、ＳＤ部最適化総量制限プロファイル１８４を用いる
場合のインク量過剰によるトラブルは起こらない。つまり、色材総量制限値で規定される
色材総量の範囲内となっている。
【０１１１】
　図１１で説明したＣＭＹ分配処理は、図３のＣＭＹ分配処理部１４４によって行われる
。
【０１１２】
　＜ＣＭＹ分配処理部１４４の構成＞
　図１２はＣＭＹ分配処理部１４４の構成を示すブロック図である。ＣＭＹ分配処理部１
４４は、ＣＭＹ分配方式決定処理部２０２、ＣＭＹ分配比率格納部２０４、ＣＭＹ増加処
理部２０６を備える。ＣＭＹ分配方式決定処理部２０２は、所定のプログラムに従ってＣ
ＭＹの分配方式を決定する処理を行う。例えば、既述した「ＣＭＹ分配方式の決定処理」
の例１から例４のうち何れか１つの決定処理が予めプログラムされたものであってもよい
し、複数の方式の中からユーザの選択操作に応じて又はプログラムに基づく自動選択によ
って、１つの方式が選択される構成であってもよい。
【０１１３】
　ＣＭＹ分配方式決定処理部２０２で決定された方式に従って特定されるＣＭＹ分配率を
規定するデータ（「ＣＭＹ分配比率データ」という。「ＣＭＹ増加比率データ」に相当）
はＣＭＹ分配比率格納部２０４に格納される。
【０１１４】
　＜＜ＳＤ部最適化総量制限プロファイル＞＞
　ＳＤ部最適化総量制限プロファイル１８４（図８参照）は、ＳＤ部最適化処理で作成さ
れるプロファイルであり、入力CMYKと、ＳＤ部最適化処理後の総量制限CMYK（以下「総量
制限CMYK2」と表記する。「第２の総量制限ＣＭＹＫ値」に相当）との関係をＬＵＴとし
て保持したものとなっている。このＳＤ部最適化総量制限プロファイル１８４は、例えば
ＩＣＣプロファイルの形式を用いて定義される。ＳＤ部最適化総量制限プロファイル１８
４は、図３の符号１４６で示したＳＤ部最適化総量制限プロファイル格納部に格納される
。
【０１１５】
　＜＜ＳＤ部最適化プリンタプロファイル作成処理＞＞
　ＳＤ部最適化プリンタプロファイル作成処理部１５０(図３，図８参照)は、プリンタプ
ロファイル作成処理部１３０と処理内容は同様であるが、入力の1つが異なる。すなわち
、ＳＤ部最適化プリンタプロファイル作成処理部１５０は、色予測器１１０とＳＤ部最適
化総量制限プロファイル１８４とを入力とし、ＳＤ部最適化プリンタプロファイル１９０
を作成する（図８参照）。ＳＤ部最適化プリンタプロファイル１９０は、色材総量制限を
行う前のCMYK値とＳＤ部最適化総量制限プロファイルによって色材総量制限を行った後の
CMYK（図８の総量制限CMYK2）によって印刷される色（Ｌ*ａ*ｂ*）の関係をＬＵＴとして
保持したプロファイルである。
【０１１６】
　総量制限CMYK1に対するＬ*ａ*ｂ*は、色予測器１１０の順写像予測機能を使って予測す
ることができる。色予測器１１０の精度が十分でないと判断された場合は、総量制限CMYK
1で定義されたCMYK値のみを用いてもう一度カラーチャートを作成し、印刷後に測色する
方式をとっても良い。なお、図３において色予測器１１０からプリンタプロファイル作成
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処理部１３０、ＳＤ部最適化プリンタプロファイル作成処理部１５０への矢印が破線にな
っているのは、必ずしも色予測器１１０を用いる必要がないことを示している。
【０１１７】
　＜＜処理フロー＞＞
　図１３は、本実施形態に係る画像処理装置におけるＳＤ部最適化総量制限プロファイル
とＳＤ部最適化プリンタプロファイルの作成処理のフローチャートである。
【０１１８】
　図示のように、画像処理装置１４は、まず、色予測器１１０の学習データを取得する（
ステップＳ３０２の「色予測器の学習データ取得工程」）。この工程の具体的内容は、図
４で説明したとおりである。
【０１１９】
　図１２のステップＳ３０２の工程で得られた学習データから色予測器１１０の順写像予
測や逆写像予測で使用されるＣＭＹＫ－Ｌ*ａ*ｂ*関係データ（写像データ）１９４が生
成される。
【０１２０】
　ステップＳ３０２（色予測器の学習データ取得工程）の後、又はこれよりも先に、Ｋ値
－画質関係データが取得される（ステップＳ３０４、「Ｋ値－画質関係データ取得工程」
）。Ｋ値－画質関係データ取得工程の具体的内容は図６、図７で説明したとおりである。
図１２のステップＳ３０４の工程で生成されたＫ値－画質関係データ１８６は、Ｋ値－画
質関係データ格納部１３４（図３参照）に格納される。
【０１２１】
　図１２のステップＳ３０４（Ｋ値－画質関係データ取得工程）の後、又はこれよりも先
に、色材総量制限プロファイル作成処理が行われる（ステップＳ３０６）。色材総量制限
プロファイル作成処理工程（ステップＳ３０６）の具体的内容は図５で説明したとおりで
ある。図１２のステップＳ３０６の工程で生成された総量制限プロファイル１８２は、総
量制限プロファイル格納部１２２（図３参照）に格納される。
【０１２２】
　ステップＳ３０２、Ｓ３０４、Ｓ３０６の処理順は、適宜入れ替えることができる。ま
た、これらの処理は、必ずしも連続的に行われる必要はなく、各々の処理を独立したタイ
ミングで行うことが可能である。
【０１２３】
　次に、プリンタプロファイル作成処理が行われ（ステップＳ３０８）、プリンタプロフ
ァイル１９６が生成される。本実施形態ではプリンタプロファイル１９６を色変換の処理
に直接的に利用することを要しないが、既述のとおり、プリンタプロファイル１９６を予
め作成しておき、必要に応じてこのプロファイルを用いることで、ＳＤ部最適化の処理を
しない場合の色変換を適用した印刷を行うことが可能である。なお、プリンタプロファイ
ル作成処理工程（ステップＳ３０８）は、図３で説明したプリンタプロファイル作成処理
部１３０で行われる。
【０１２４】
　次いで、ターゲットプロファイルの情報が取得される（ステップＳ３１０）。画像処理
装置１４内に予め１種類又は複数種類のターゲットプロファイルのデータを保存しておい
てもよいし、必要に応じて外部からデータを取り込む構成でもよい。入稿データ５０で使
用されているターゲットプロファイルの情報が参照される。
【０１２５】
　次いで、ＳＤ部最適化処理が行われ（ステップＳ３１２）、ＳＤ部最適化総量制限プロ
ファイル１８４が生成される。ＳＤ部最適化処理工程（ステップＳ３１２）の具体的内容
は、図９から図１１で説明したとおりである。生成されたＳＤ部最適化総量制限プロファ
イル１８４を元に、ＳＤ部最適化プリンタプロファイル作成処理が行われ（図１２のステ
ップＳ３１４）、ＳＤ部最適化プリンタプロファイル１９０が生成される。
【０１２６】
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　＜＜ＣＭＳ処理＞＞
　これまで、ＳＤ部最適化総量制限プロファイル１８４とＳＤ部最適化プリンタプロファ
イル１９０とを作成する方法について説明した。次に、これらのプロファイルを用いてど
のようにＣＭＳ処理が行われるかについて説明する。
【０１２７】
　図１４は本実施形態におけるＣＭＳ処理の概要を示すフローチャートである。まず印刷
を行うための入稿データ５０があり、この入稿データ５０が画像処理装置１４に取り込ま
れる（ステップＳ４０２の「画像データ入力工程」）。入稿データ５０は何らかのターゲ
ットプロファイルに準じて作成されているとする。入稿データ５０はＣＭＹＫデータであ
ったり、ＲＧＢデータであったりするが、ターゲットプロファイルに準じて作成されてい
るということは、デバイス非依存色空間における色（Ｌ*ａ*ｂ*など）がわかっているこ
とを意味し、入稿データ５０は、例えばＬ*ａ*ｂ*画像であると考えることができる。
【０１２８】
　一方でＳＤ部最適化プリンタプロファイル１９０を用いれば印刷デバイス上におけるＣ
ＭＹＫとＬ*ａ*ｂ*の関係がわかるため、Ｌ*ａ*ｂ*を保存した状態で、入稿データ５０の
ＣＭＹＫ（又はＲＧＢ）から印刷デバイスのＣＭＹＫに変換することができる（ステップ
Ｓ４０４の「ＣＭＳ処理工程」、「色変換処理工程」に相当）。ステップＳ４０４で示し
たＣＭＳ処理工程で変換された印刷デバイスのＣＭＹＫは、色材総量制限前のＣＭＹＫの
データ（図１３中、符号７０）に相当するため、次に、色材総量制限処理（ステップＳ４
０６）にてＳＤ部最適化総量制限プロファイル１８４を用いて、総量制限前CMYKから総量
制限後CMYK2に変換する。こうして、色材総量制限処理（ステップＳ４０６）を経て生成
された総量制限後のＣＭＹＫデータ（符号７０）が色変換処理後のデータとして出力され
る（ステップＳ４０８、「データ出力工程」）。この総量制限後ＣＭＹＫデータ７０を印
刷デバイスに入力し、印刷を行う。このようにして、入稿データ５０の色を保存した印刷
が可能になる。
【０１２９】
　なお、ＣＭＳ処理工程（ステップＳ４０４）は、図３のＣＭＳ処理部１６２の処理によ
って行われ、色材総量制限処理工程（図１３のステップＳ４０６）は、図３の色材総量制
限処理部１６４の処理によって行われる。また、色変換後データ出力工程（図１３のステ
ップＳ４０８）は、図３のデータ出力部１６６を通じて行われる。
【０１３０】
　＜色再現域について＞
　図１５は本実施形態で作成されるＳＤ部最適化プリンタプロファイルの色域の模式図で
ある。ここでは、表色系としてＬ*ａ*ｂ*座標系を用いた。実際には３次元の色立体で表
されるが、図示の簡略化と説明の便宜上、２次元の色域として示した。図１５において符
号２１０の実細線で囲んだ色域はプリンタプロファイル１９６の色再現域を示す。符号２
２０の実太線で囲んだ色域はＳＤ部最適化プリンタプロファイル１９０の色再現域を示す
。符号２３０の破線で囲んだ色域はターゲットプロファイルの色域を示している。
【０１３１】
　本実施形態において作成されるＳＤ部最適化プリンタプロファイル１９０の色再現域２
２０は、印刷機１８が潜在的に持つ色再現能力であるプリンタプロファイル１９６の色再
現域２１０と比較して、高明度領域については印刷機１８の持つ色再現能力が最大限活用
され、低明度領域（シャドウ部）にいくにつれて色立体が圧縮され、ターゲットプロファ
イルの色域（ターゲット領域）２３０に近づいている。
【０１３２】
　つまり、本実施形態におけるＳＤ部最適化総量制限プロファイル１８４とＳＤ最適化プ
リンタプロファイル１９０は、あるターゲットプロファイルを想定してＳＤ部を最適化し
ている。ＳＤ部以外の領域（中－高明度領域）は、明度が高くなるにつれ、元々の総量制
限プロファイルとプリンタプロファイルの形状に近づいていく。つまり、中-高明度領域
では、印刷デバイスのもつ色再現能力をほぼフルに引き出したプロファイルとなっている
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。よって、ＳＤ部最適化の際のターゲットプロファイルにある程度高濃度まで定義された
プロファイルを用いれば、上記のように入稿データのターゲットプロファイルによってＳ
Ｄ部最適化プロファイル群を作り直さなくても、十分な精度で色合せを行うことができる
。
【０１３３】
　なお、図１５に示すように、ＳＤ部最適化プリンタプロファイル１９０の色再現域２２
０がターゲット領域２３０を内包している場合には、ターゲット領域２３０の色を完全に
再現することができる。ただし、色再現性よりも画質改善（スジムラ良化）を重視する場
合には、色再現域を多少犠牲にして、Ｋ値をさらに削減するという態様もあり得るため、
ＳＤ部最適化プリンタプロファイル１９０の色再現域２２０がターゲット領域２３０を包
含していることは必ずしも要求されない。できる限りターゲット領域２３０の色を再現す
るという観点から、ターゲット領域２３０に近い形であればよい。
【０１３４】
　かかる構成によれば、ターゲット色を保存するだけでなく、ＳＤ部の画質及び色材使用
量を最適化した印刷が可能となる。
【０１３５】
　＜ＳＤ部最適化処理による効果＞
　本実施形態で作成されるＳＤ部最適化プリンタプロファイル１９０は、高明度領域では
、印刷デバイスが潜在的に有する色再現域を最大限活かすように変換関係を作成しており
、低明度領域（ＳＤ部）に近づくにつれ、ターゲットプロファイルの色再現域に近づくよ
うに変換関係を作成している。
【０１３６】
　よって、低明度領域（ＳＤ部）の色再現範囲を印刷デバイスが潜在的に有する能力を最
大限活かすようにして作成する場合に比べ、特定のターゲットプロファイルに対して狙っ
たＫ－ＣＭＹ分配率でより精度良く印刷できる。ＣＭＳ処理方式に依存しにくくなるため
である。
【０１３７】
　また、高明度領域の色再現範囲は印刷デバイスが潜在的に有する能力を最大限活かすよ
うにして作成されるため、入稿データに例えば特色データなどの彩度の高い色情報が混在
していた場合にも、印刷デバイスが潜在的に有する色再現能力の範囲内で最適な色再現を
行うことができる。
【０１３８】
　一方で、本実施形態の手法は、低明度領域（ＳＤ部）では、Ｋ－ＣＭＹの分配率を画質
若しくは色材使用量（コスト）の観点で柔軟に調整できる。
【０１３９】
　よって、低明度領域（ＳＤ部）のＫ使用量をＣＭＹに比べ相対的に少なくすることで、
ＳＤ部の粒状性やスジムラ特性を柔軟に改善できる。
【０１４０】
　また、低明度領域（ＳＤ部）のＫ使用量をＣＭＹに比べ相対的に多くすることで、ＳＤ
部の黒文字・線画のシャープネスや色材使用コストを柔軟に改善できる。
【０１４１】
　＜本実施形態の利点について＞
　（１）スジムラ特性が許容できるレベルまでＫ値を削減することができる。このＫ値削
減により、スジムラ特性が良化する。
【０１４２】
　（２）Ｋ値削減により減少したインク量の範囲内でＣＭＹを増加させている。Ｋ値削減
により減少したインク量分をＣＭＹに置き換えることにより、スジムラ特性をさらに良化
させることができるだけでなく、Ｋ値削減で低下した濃度（色再現域）をできる限り回復
させている。
【０１４３】
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　（３）Ｋ値削減度合い（Ｋ値の削減量）は、総量制限プロファイルの格子点ごとに変更
することができる。このような構成を採用することで、例えば、高濃度が出力できること
を保証したい（Ｃ，Ｍ，Ｙ，Ｋ）＝(100, 100, 100, 100)などの入力に対しては、Ｋをあ
まり削減しないようにし、それほど高濃度を必要としない(10, 10, 10, 100)などの入力
に対してはKを多く削減しスジムラ特性を良化させることが可能になる。
【０１４４】
　（４）また、例えば、(0, 0, 0, 100)入力に対して出力ＣＭＹＫを(0, 0, 0, 100)に保
存するように設計することで、単色黒文字のシャープネスや白抜けなどの問題を回避する
ことができる。
【０１４５】
　（５）Ｋ値削減に伴い、ＣＭＹを増加させる際に、ＣＭＹの各色の増加比率（ＣＭＹ分
配率）を変更することができる。本実施形態によれば、総量制限プロファイルとＳＤ部最
適化総量制限プロファイルでは各格子点のインク量が保存しているため、ＳＤ部最適化総
量制限プロファイルを用いることでインク量が過剰になって印刷トラブルが起きることを
防止できる。
【０１４６】
　＜変形例１＞
　上述の実施形態ではシングルパス方式のインクジェットプリンタによるスジムラの低減
効果を説明したが、他の印字方式の印刷装置についても同様に適用できる。
【０１４７】
　以上説明した本発明の実施形態は、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で、適宜構成要件を
変更、追加、削除することが可能である。本発明は以上説明した実施形態に限定されるも
のではなく、本発明の技術的思想内で当該分野の通常の知識を有するものにより、多くの
変形が可能である。
【０１４８】
　＜開示する発明の各種態様＞
　上記に詳述した実施形態についての記載から把握されるとおり、本明細書及び図面は以
下に示す発明を含む多様な技術思想の開示を含んでいる。
【０１４９】
　（第１態様）：シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）、ブラック（Ｋ）の色
材を用いて印刷を行う印刷装置の色表現を調整する色変換処理に用いるプロファイルを作
成するプロファイル作成装置であって、印刷装置によって印刷物を形成する際に使用され
る色材総量を予め定められた制限値内に制限し、かつ印刷装置が持つ色再現能力の範囲で
可能な限り広い色域となるように入力ＣＭＹＫ値と第1の出力ＣＭＹＫ値との変換関係が
規定された第１の総量制限プロファイルが格納される第１の総量制限プロファイル格納手
段と、第１の総量制限プロファイルの出力Ｋ値を削減して削減後Ｋ値を定めるＫ値削減処
理手段と、Ｋ値削減処理手段によるＫ値の削減に伴いＣＭＹ値を増加させるときのＣＭＹ
の増加比率を決定するＣＭＹ増加比率決定手段と、ＣＭＹの増加比率を規定したＣＭＹ増
加比率データに基づき、Ｋ値削減処理手段のＫ値削減処理によって減少した色材量の範囲
内で、ＣＭＹ値を増加させる処理を行うＣＭＹ増加処理手段と、入力ＣＭＹＫ値に対し、
削減後Ｋ値とＣＭＹ増加処理手段によるＣＭＹ増加処理後のＣＭＹ値のＣＭＹＫ値で表さ
れる第２の出力ＣＭＹＫ値を関連付けて入力ＣＭＹＫ値と第２の出力ＣＭＹＫ値との変換
関係を規定した第２の総量制限プロファイルを生成する第２の総量制限プロファイル作成
処理手段と、を備えるプロファイル作成装置。
【０１５０】
　この態様によれば、制限値で規定されている色材総量の制限の範囲内でスジムラ特性を
良化したプロファイル（第２の総量制限プロファイル）を作成することが可能である。第
２の総量制限プロファイルは入力ＣＭＹＫ、出力ＣＭＹＫの４次元変換ルックアップテー
ブルとして作成することができる。
【０１５１】
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　（第２態様）：第１態様に記載のプロファイル作成装置において、Ｋ値の削減量と画質
の関係を規定したＫ値－画質関係データが格納されるＫ値－画質関係データ格納手段を備
え、Ｋ値削減処理手段は、Ｋ値－画質関係データに基づいてＫ値の削減量を決定する構成
とすることができる。
【０１５２】
　例えば、入力Ｋ値を変えて作成したバーチャートを印刷装置で出力し、各Ｋ値に対する
画質（例えば、スジムラの視認性）を評価するなどしてＫ値と画質の関係データを取得す
ることができる。このようなＫ値－画質関係データを基に、Ｋ値の削減量を決めることが
できる。
【０１５３】
　（第３態様）：第２態様に記載のプロファイル作成装置において、Ｋ値－画質関係デー
タは、シャドウ部のスジムラの視認性を評価した画質評価値とＫ値との関係を規定したも
のとすることができる。
【０１５４】
　かかる態様によれば、シャドウ部のスジムラ特性を良化する効果の高い適切なＫ値削減
量を把握することができる。
【０１５５】
　（第４態様）：第１態様から第３態様のいずれか１項に記載のプロファイル作成装置に
おいて、印刷装置に入力するＣＭＹＫ値から印刷装置で出力される色のデバイス非依存色
空間値を予測する順写像予測手段と、デバイス非依存色空間値からＣＭＹＫ値を求める逆
写像予測手段と、を含んだ色予測手段を備える構成とすることができる。
【０１５６】
　色予測手段を構成する順写像予測手段、逆写像予測手段の各写像を規定するデータは、
例えば、複数のカラーパッチ群を含んだカラーチャートを印刷装置で出力し、各パッチを
測色してパッチ毎のＣＭＹＫ値と測色値（デバイス非依存色空間の値）とを対応付けた学
習データ群から生成することができる。
【０１５７】
　（第５態様）：第１態様から第４態様のいずれか１項に記載のプロファイル作成装置に
おいて、ＣＭＹ増加比率決定手段は、プロファイルの各格子点の色相を保って濃度の再現
域を広げる方向にＣＭＹを増加させる構成とすることができる。
【０１５８】
　Ｋを削減した後にＣＭＹを増加させる増加比率をプロファイルの各格子点で定義するに
あたり、各格子点の色相を保存して濃度の再現域を広げる方向にＣＭＹを増加させるＣＭ
Ｙ増加率を定める構成とすることができる。
【０１５９】
　（第６態様）：第１態様から第５態様のいずれか１項に記載のプロファイル作成装置に
おいて、ＣＭＹ増加比率決定手段は、プロファイルの各格子点の色相を保って彩度の再現
域を広げる方向にＣＭＹを増加させる構成とすることができる。
【０１６０】
　Ｋを削減した後にＣＭＹを増加させる増加比率をプロファイルの各格子点で定義するに
あたり、各格子点の色相を保存して彩度の再現域を広げる方向にＣＭＹを増加させるＣＭ
Ｙ増加率を定める構成とすることができる。
【０１６１】
　（第７態様）：第１態様から第６態様のいずれか１項に記載のプロファイル作成装置に
おいて、入稿データのターゲット色を定めた色空間のターゲットプロファイルの情報を取
得するターゲットプロファイル情報取得手段を備え、ＣＭＹ増加比率決定手段は、ターゲ
ットプロファイルに対する色空間の包含率が高くなる方向にＣＭＹ増加比率を決定する構
成とすることができる。
【０１６２】
　かかる態様によれば、ターゲット色空間の色再現域をできる限りカバーすることができ
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る。
【０１６３】
　（第８態様）：第１態様から第７態様のいずれか１項に記載のプロファイル作成装置に
おいて、第２の総量制限プロファイルで規定されている第２の出力ＣＭＹＫ値とデバイス
非依存色空間の値との対応関係を規定したシャドウ部最適化プリンタプロファイルを作成
するシャドウ部最適化プリンタプロファイル作成処理手段を備える構成とすることができ
る。
【０１６４】
　かかる態様によれば、スジムラ特性の良化並びに色再現域の確保の観点からシャドウ部
が最適化されたプリンタプロファイルを得ることができる。
【０１６５】
　（第９態様）：シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）、ブラック（Ｋ）の色
材を用いて印刷を行う印刷装置の色表現を調整する色変換処理に用いるプロファイルを作
成するプロファイル作成方法であって、印刷装置によって印刷物を形成する際に使用され
る色材総量を予め定められた制限値内に制限し、かつ刷装置が持つ色再現能力の範囲で可
能な限り広い色域となるように入力ＣＭＹＫ値と第1の出力ＣＭＹＫ値との変換関係が規
定された第１の総量制限プロファイルを記憶手段に格納しておく第１の総量制限プロファ
イル格納工程と、第１の総量制限プロファイルの出力Ｋ値を削減して削減後Ｋ値を定める
Ｋ値削減処理工程と、Ｋ値削減処理工程によるＫ値の削減に伴いＣＭＹ値を増加させると
きのＣＭＹの増加比率を決定するＣＭＹ増加比率決定工程と、ＣＭＹの増加比率を規定し
たＣＭＹ増加比率データに基づき、Ｋ値削減処理工程のＫ値削減処理によって減少した色
材量の範囲内で、ＣＭＹ値を増加させる処理を行うＣＭＹ増加処理工程と、入力ＣＭＹＫ
値に対し、削減後Ｋ値とＣＭＹ増加処理工程によるＣＭＹ増加処理後のＣＭＹ値のＣＭＹ
Ｋ値で表される第２の出力ＣＭＹＫ値を関連付けて前記入力ＣＭＹＫ値と第２の出力ＣＭ
ＹＫ値との変換関係を規定した第２の総量制限プロファイルを生成する第２の総量制限プ
ロファイル作成処理工程と、を含むプロファイル作成方法。
【０１６６】
　第９態様のプロファイル作成方法について、第２態様から第８態様の各態様と同様の特
徴を適宜組み合わせることが可能である。この場合、「手段」として特定される事項は、
その手段に対応した「工程」として把握することができる。
【０１６７】
　（第１０態様）：第９態様に記載のプロファイル作成方法において、第２の総量制限プ
ロファイルで規定されている第２の出力ＣＭＹＫ値とデバイス非依存色空間の値との対応
関係を規定したシャドウ部最適化プリンタプロファイルを作成するシャドウ部最適化プリ
ンタプロファイル作成処理工程を含む構成とすることができる。
【０１６８】
　（第１１態様）：第８態様に記載のプロファイル作成装置と、入稿データを取り込む画
像入力手段と、入稿データに対し、シャドウ部最適化プリンタプロファイルを適用して印
刷装置用のＣＭＹＫデータに変換する色調整処理手段と、色調整処理手段によって生成さ
れたＣＭＹＫデータに対し、第２の総量制限プロファイルを適用して色材総量制限後のＣ
ＭＹＫデータに変換する色材総量制限処理手段と、を備える色変換装置。
【０１６９】
　かかる態様によれば、入稿データから印刷装置の印刷出力に適したＣＭＹＫデータを生
成することができる。
【０１７０】
　（第１２態様）：第１０態様に記載のプロファイル作成方法の各工程と、入稿データを
取り込む画像入力工程と、入稿データに対し、シャドウ部最適化プリンタプロファイルを
適用して印刷装置用のＣＭＹＫデータに変換する色調整処理工程と、色調整処理工程によ
って生成されたＣＭＹＫデータに対し、第２の総量制限プロファイルを適用して色材総量
制限後のＣＭＹＫデータに変換する色材総量制限処理工程と、を含む色変換方法。
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【０１７１】
　（第１３態様）：シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）、ブラック（Ｋ）の
色材を用いて印刷を行う印刷装置の色表現を調整する色変換処理に用いるプロファイルを
作成するプロファイル作成用のプログラムであって、コンピュータを、印刷装置によって
印刷物を形成する際に使用される色材総量を予め定められた制限値内に制限し、かつ印刷
装置が潜在的に持つ色再現能力の範囲で可能な限り広い色域となるように入力ＣＭＹＫ値
と第1の出力ＣＭＹＫ値との変換関係が規定された第１の総量制限プロファイルが格納さ
れる第１の総量制限プロファイル格納手段と、第１の総量制限プロファイルの出力Ｋ値を
削減して削減後Ｋ値を定めるＫ値削減処理手段と、Ｋ値削減処理手段によるＫ値の削減に
伴いＣＭＹ値を増加させるときのＣＭＹの増加比率を決定するＣＭＹ増加比率決定手段と
、ＣＭＹの増加比率を規定したＣＭＹ増加比率データに基づき、Ｋ値削減処理手段のＫ値
削減処理によって減少した色材量の範囲内で、ＣＭＹ値を増加させる処理を行うＣＭＹ増
加処理手段と、入力ＣＭＹＫ値に対し、削減後Ｋ値とＣＭＹ増加処理手段によるＣＭＹ増
加処理後のＣＭＹ値とからなるＣＭＹＫ値で表される第２の出力ＣＭＹＫ値を関連付けて
入力ＣＭＹＫ値と第２の出力ＣＭＹＫ値との変換関係を規定した第２の総量制限プロファ
イルを生成する第２の総量制限プロファイル作成処理手段、として機能させるためのプロ
グラム。
【０１７２】
　第１３態様のプログラムについて、第２態様から第８態様の各態様と同様の特徴を適宜
組み合わせることが可能である。
【０１７３】
　（第１４態様）：第１３態様に記載のプログラムは、コンピュータを、第２の総量制限
プロファイルで規定されている前記第２の出力ＣＭＹＫ値とデバイス非依存色空間の値と
の対応関係を規定したシャドウ部最適化プリンタプロファイルを作成するシャドウ部最適
化プリンタプロファイル作成処理手段として機能させる構成とすることができる。
【０１７４】
　（第１５態様）：シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）、ブラック（Ｋ）の
色材を用いて印刷を行う印刷装置の色表現を調整する色変換用のプログラムであって、コ
ンピュータを、第１１態様に記載の色変換装置の各手段として機能させるためのプログラ
ム。
【０１７５】
　（第１６態様）：第８態様に記載のプロファイル作成装置と、プロファイル作成装置に
よって作成されたシャドウ部最適化プリンタプロファイルと第２の総量制限プロファイル
とを用いて入稿データを印刷用のＣＭＹＫデータに変換する色変換処理手段と、色変換処
理手段によって生成された色変換後の画像データに基づいて印刷を行う印刷装置と、を備
えた印刷システム。
【符号の説明】
【０１７６】
　１０…印刷システム、１４…画像処理装置、１６…測色機、１８…印刷機、２０…コン
トローラ、４３…ハードディスク装置、４５…通信インターフェース部、４７…周辺機器
用インターフェース部、５０…入稿データ、１１０…色予測器、１１４…順写像予測部、
１１６…逆写像予測部、１２０…色材総量制限プロファイル作成処理部、１２２…総量制
限プロファイル格納部、１３４…Ｋ値－画質関係データ格納部、１３６…ターゲットプロ
ファイル格納部、１４０…ＳＤ部最適化処理部、１４２…Ｋ値削減処理部、１４４…ＣＭ
Ｙ分配処理部、１４６…ＳＤ部最適化総量制限プロファイル格納部、１５０…ＳＤ部最適
化プリンタプロファイル作成処理部、１６０…画像入力インターフェース部、１６２…Ｃ
ＭＳ処理部、１６４…色材総量制限処理部、１８２…総量制限プロファイル、１８４…Ｓ
Ｄ部最適化総量制限プロファイル、１８６…Ｋ値－画質関係データ、１８８…ターゲット
プロファイル、１９０…ＳＤ部最適化プリンタプロファイル、２０２…ＣＭＹ分配方式決
定処理部、２０４…ＣＭＹ分配比率格納部、２０６…ＣＭＹ増加処理部
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